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― 発 ¬lの 辞 ―

樋 日博十古稀 を迎 えて

加 藤 有 次

わ力¬Jに お|す るIIr物館学の体系的試み|よ  ll i野 源太郎先十の「|1物絆学綱要_ こその嗜光を
発し その論理をうけて 鴨 物館法Jの成立をみ 社会教育 二おける旺物館の振興とその人材
育成に

'め
るようになった.本学でも宇■ 「博物館学請F■ J開計にヽ力されたのが樋口惇士

であ ,た .

先生は昭和初牛若き頃より物質 た化に絶大な関 しヽを寄せられ 叫物

"の
重要性を知 り 棚橋

't上

の日立,「学 ,ウ物館での諸講座に,力lL 」教導を仰かれたと●●たことすある。そして
・ 日本石器 1キ 代入■体よ飾

『
1の イ苦学的研究Jで学位をとられ さ

',に
考占■ 歴史学 民●

1イ↑)学 人類学■広範囲の学域 ■■ ,て  人類の圧史を■め また人間の生活ll学 史 ■,こ

tイビえとい ,た ょうによ々と諸fI学の間隙をついて 人間史グ)多角的体ス化にいどま′してこら

'11].そ
れ|よ ■lT亡|であ| その理0が先生″ll物館学に関連していく話があったのであろう.

こ力字間ll',法論こそほ物■●
`|ォ

法論七いえょう その成果は 必すや大衆に環元するとい

う

“

局|1日 ||を いつ
=も

忘れていないことであ ,た 。そんなお考えの中で 小学に

`古
学資料

|:′ )議 (1を 実■させ 資料の1く 集 保管活動およびその

'占

用に余念なく 昨年 3月 設立五十月
年を迎えたので

',る

.

■■は ■年うでたく古前を口えられ 東京ホテルオークラにおいて五百有余名力未賞を招
き 記念41■ 会を門1,て きたの0 日頃ダ)先生のご人徳とでもいえるであろう この日を迎え
るまでに11 国■院大学はもとより他大学にもおよび・lい 教,自生|こ と支部省社会教育委員 学
■員資■ 1■■■1認t委員や政送 その他シャー十ルにおいて■活動をつ けゞ その結果

'H
r日17年 によT‐ ■■ 昭|」 51年 ■日本放送支イビ賞 また昨年は勲二等旭日中

'章
を受賃された.

学会においても全日本IⅢ物館学会を育て 現在では日本風イ●■学会理事長としてご活躍をさ′t

その他致々グ)● 会 社会において業薇をつまれてこられた.

特
=ヽ学の博物■■講座に よ情熱を傾注され 20有余年の歳月をご折導されて誠,い誠意よ

き陣|力妍人市成 ■,め て■,,れ たのでちるが ある時この記,第 1ヽ を十り行する際 水〈続干」
できれ|∫ なとスに暗ヽtiさ ,た ことがあり たのll(第 3輯 it切″tて しまった.予算の問
題ti,,た ■' そ・‐いより全日本惇物■学会の設●準備おょびその道首事務に全力をかたし|十

てしまった.そ ′たら,1●刊●ができなかったというのは 私の微力とする他ないので・Iる
● :し に|121年の「・l力 |[話 してきた全 コ大学 |1物奸学講座協議会事務局も学会事務●と同様
他大■にてお引き受|十 下さるという昨今で ようや く研究室内 ■も安堵の気西]を よするよう■

な ,た .

しかし肛「1■土も47年 間の永きに′,た o本学での」■陶をおえ 私共浅学|11の 身にて一‖
夕,不安を党える次第であるが ここでにひ卜講■ を´上の■道にのせ|ュ |よ と育起し ここに

'41■
をII Lき 円‖|と して「樋n旺士占稀記念号_と 銘うち11行 の理ひとな った.

t上にI.● れて|す  本学名■教授 考古学資料

"名
■館長として ま●まだ核工のご指導

=

"'き

なから 門嘉―同先生のごtl・ を和『念するよ第である.(図旱院大■教I,
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樋 口 清 之 博 士 略 年 譜

奈■ L「 桜丼市にてI II口 清二′,長 男と

してJ:る 。

奈良県,ユ ,中 学校■■

国早院夫_l史 学科■業

名學院大■助手

国■ 1.‐ 大事IT究千+修 r

国學 l‐ 大■誨IT

国早院人_l教ほ

青 学院女7■ 円学校講師

回■院夫 1́学生部長 tH模女子大学

兼イ
「

教薇

7●法人国■院夫_l評議員

人正大学兼任証IT

国■院人早レ411長

高l‐ 経済大学兼l■教
=

文学口,プ,7■■与 文古F省社会教市局

定の I.企委員J

全国大学博物館学読庄協議会委員長

日本女 r大学請||

日本人三ll会 叶 贅故,1ネ し′)F,番組委員会委員 J

学校法人¬■院人事IT議 員

紫授■賞■貰

全日本|,物諄子会代表委■ 日本■1● 史学会理事長

日本政ttiヒ賞■賞 国■l‐大學考苦学贅十1■年長

日本博物

“
`会

理事

走年により画■院夫■■学部教豪を退職

勲二等1ヨ ロ中授■■賞

J早院人事名昔筆授

同事院大■
=古

学資十1"名 吉|・.長

明
'台

42■ 11,1ヨ

昭和 2年 3月

lH和 7年 3'|

J召「 17■ 1月

昭 和 9年 311

1召ホロ
=■

4月

昭 和 21■ 4 11

昭オΠ
"年

9月

昭千]21年 1月

昭和21年 2月

1召不127年 10月

昭f128年 3'1

[召 不J2114月

昭和
`0年

3月

1召「132年 6月

昭和36年 4 rl

'召

和40■

昭千口45年 3月

1召 F」 47年

1:|千]48年

昭和50年 4'1

1召不153年 1月

調千」54,3月

昭1154年 1月

学去員で格記tに 係る無試讀認

ヽ

―  ツ ー



樋 日 清 之

トチ i博 |力 ,有学計L■ '計 十1,れ て も121年に:を ■過 した 当:|ま 丈部当局 も 子去員養成

を大学に企画よ託 |る について力 車IⅢ /)数 について′)基■はJ、ハてtヽ たが その内容のカリ

キュラ
`.||=も

の 1よ 全て五早″中で ただそ′tま での文 :「 省のキ去 員養成証習全案の内容 を

参

`に

 自 1的に 「ヽJLて ,し tヽ  と言ぅた―■■大で しつ ま■た●然としたものであ ,た .

当|ヽ  t部 省■■語を得るための中市吉′)上 ではどの人■も ま|ま 同様のことを普いたのに 実

i`人 す:● IH当 ■つ会議を持 ってみると 甚だ不礼  常昂:つ■のたたしいのに L話役を買

,〔 H´:fI■ |ま ヽいた.そ してそ′t果 十″tた のす 0国 人■博物館学詰■協議会であり つ

■t,て  全日本|,ll館学会で ,́,た 。そこで 作大学の力Jキ =ラ ユ表力1交換された, とう

しても出 Lて いたた |な い大学 ■だ L〈 格キのある大学とまちまちた, それ ま4校 の自個

■省を待つ,1クトないの= そ●ままにして来た.と くに実習ら■で入学惇物館を,た ない大学

0'Jが 多いい ● 1,了者の現場で/1■務能力の極漏な差をlt,て  ある地方では 大子のす芸

員有資格者というものを信扇しないところすら出て来た  方回ては国 t社会教¬ 「修所で

学芸■■成の議■を開くことにな ,́た 。も|ろ たこltに は 定ダ)制 限|ま あるものの オH当 整備

さ・tた ●4■ 十 くれたヽFラ ンを請師l■ l■ ■てt,る .こ グ)ま まで行||ぎ 名日だけの大学

の学よ長 = 
い●′1詢状さ′tる 日もt〈 ないと思えるグ)こある.

そこで 円寇は `人 子は,学中の■芸員養成に 嗜真 1̈に 収り粗むの まもちろんだが そ

′十 景とアアターサービス″)た めσ, ■●■l.教職員と 出身学芸員の叶物■■11■業長の発

た機μをIIt保 し ,`宇化 ■よ ,て その新資証情報をたえ十流していくことである。それが こ

のイし要の発●であ・ て その内容11 各自の川先発表 体騎報告と 他校 他日の研究動 11ブ )

'報

を中心 とL IIせて 最近日ざましい,い で開発さ″tて いるヽ学II Ijの 応用法の相介 tr
設館同の新らし,,肛音法の

“

H介 などを行 ,て  ■■学■員′)■ ,「教育とt格機関にな |,な すれ

ばならなtと 思う もちらたIし

'で
1,る から■,じ発表を中心とするものだが そのⅢ∫バーセントか

ま十業■よ員の■■育にあて
',れ

ることま この場合一つの特ことして記められてよいと思う

もちろんこ′tが必要なのは 学
=員

の

「

教育と性報交れの会議員のもノ)が,未刊行されるまで

力神i定的な延置として
=あ

る.

11・● そダ)学 l‐■業の学芸員の評価グ, 一つノ),く 度にこの十ご要がな0■ろことまし*● と思う

ノ)で  これうらも 婦の,力 をつづけなけれはならないと思う.

= 
現在日本■惇物

"事
業 ま 地方のII済 |1成 長と共に 目さましい発キ知を控えている.

すでに 'ラ ンの決定したもの 建設中うものなどを推定すると 既設のものとの合計3001丼

に,■ くなることそ1道いころではなさそうである。 その中での本学事業の子芸員 よ ■●のと

ころ,た 国は よったいことだ力` 大学中では最多であることよ言うまてもない. しかし 各種

の年同て
'自

のi占動をつ■1+て 言られるしつに植■しい方々が多い.21年 ,́ま りの博物

"学
誠

“

の成果力1具体||■ 実を結ぼうとLて いるのを見てしか
',■

しtヽ と思うと司時に 今日まで育

てて さヽった力」原教授|ま しいtt■ |・ 湾 ,て下さ ,た―I輩 各l~ そ″tに 日本の博物館卜の各

lr=ら力ら御 Iし を申し■1「た,,と しうのである.

本す0物■■記要の出版に当 ,て  その創刊以来いささかの間lrを ,っ た 人として ここ

|●よ想をのべてその一層の充実を析ることにした.

'国

學院大学名誉教授 国■院大卒考古学資料館名首館長 ,

紀 要 の を

- 3 -
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11.
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加 藤 有 次 ・ 森 山 哲 和 ・ 金 山 喜 昭
Yu" KatO      Tetsukazu MOriyama    YOshiaki Kanayama

b B法  ●.状争」離

4 諄物

"資
tlへの活用

5 おわりに

1  1ま しめに

2 造形保存とは

3詳 細

, A法  離状ユ1離

A rcha●●1● gical ●o,,●:ls are generallI 。1,ssified ュ、 ぃて,vユ bl●  ●rtifacts n,,d inmて ,vablo fea_

lures ln tllis iep● rt we il o、 lr,||、 ,y,1。 r preseivh,gモ |で inmov,bい renains ti述 discuss

the `,● ●c、 、il} oi thて 、l ior pr● viditlg し,1,n=ed ■,u、●。n eJli],it、  Unfortunatel)  i●  J,P,n ihl

。ち,eCtiVes ●f a,cl、 aeol● gicel ex● avation did llot incl。 |●  tho f,r● serTation of irn,,lovable reatu..、

1,ltil verv recelllly, as comp● ,● | 、it, 。lher colntries  ,esulti,g in ュ [●●よ 。f sP,cinlists a〕 ,d

the slo、  devel●pmo● [ ●[ the meth●ds ,eqtired 『,, Pr● se rving ,uoll re,,ain、  [hc,, a● o th,(`

,ays lo Preserve an i●  ●o、 abl●  f。●tl,● ● intact, by ,,lak irlg , ,c1lit, whith do● , lol daiilage

,le origi,,al ●1,●●t  hl nlaking peels to 、●hicヽ  ●●lI 十he s、 trfate oi tl,e featuie ,a hc.。 、  ュァ|

by m●ki,g i,ser holographs ●f thc ∫。●ture  So far 、e lave us=J tht 〔irsi nl● lhod io PreServe

●:。 stoで 、 。f b● rnt I,obbl● s in l'recei at"ic 、ilos tnd d、●ellilg pits in Jol。 ●,l siles  Vヽc hュv●

usea tlte secom methoJ to Pr,serve the stratig`apltic P,。 ∫:]|、  。∫ J。■,on pits and ●1lell moし ,,4、

and the natural layers of ge● 1● gical ,nd ,lrcha● ●1● gical sites  La、●● lologr,Ph[ 1,s lo, yel

Oc●● t,i● d Tl,● se r● Pli ct, and peel、  ,●■ gi●て ,● ●1●  realisI,lo 11lo ,xbidiモ , i`, ュ●
`h●

|。 1● gio,1

n,a hist。 ,ical muscums and Pre,er、 e ndliti● ハ,l dato f。 ● g●●●●ュl ●d。 ●atioll and late= resta r● h

1  1ま じめに

今日||に も又過去においても 遺跡という

名の空間の消滅 あるいは損傷に於て数■,

ない苦い経験を持つのはtl実 である.1日何に

したら遺跡空間が保存の対象になりうるか

更に捕獲法が調上の資料に 又将来の生きた

資料として記録保存とF・ じ価値を持てるか。

その17Tか ら考えを進めてみたいと思う。その

一つの試みとして新 Lい祝点から
｀P消遺物′

と言う遺物にストットを当ててみる。そもそ

も留消遺llと は 祝覚的であり 又触覚的で

ある物質を指す意味 と いまひとつは思考

(ア ングル)等の抽象百1な 意味を持つ物を指す

場合で 前者は物質的不 rlj産 である。地層

地相 遺催 その他の■■などの視覚的に存

在しやがて,肖減して行 く17J つまり移動百1に

不可能な物を表わL 後者は遺跡の全貌のI「

側や推論 ■び時代||ア ングル、又は発掘技

術 発掘方法などのその時代の特質を含む現

象などをさす.

今回は、思考 {ア ングル)については触れず

具体|1題材 {l・ 質適|)と して述べてみたい.

遺跡調査に当って ｀
遺物・ 即ち 物質と

して移動可能なる物は すべて 記録処理を

して後に徹ユ し 整理 保管へ と搬入される

訳である。しかし遺構類 地層 地オH ■ひ

遺跡その物の状況等のイ多動不可能な物 つま

り 不動産の処理については 写真 と実コIJ
などの記録保すのみであり.一部で ■1学分

析 あるいは 標本的発想としてのみ 土取

採取をしているに過ぎない.そ の他について

|ま
｀
留 ,肖 遺物 ' としての取 り扱われかたは

皆無である。それは その物が不動産である

と言う事と もうひとつ調査の内容に ｀
留

-   4   -



渭遺物
″

なる物が その内容に如何なる価値

を持たらすかと言う事の 確認の不「 分が原

因であろう.又それの利用法 あるいは 指

導方法についての明解なる説得がなされてい

ないからであろう 今後の調査の内容と 捕

獲技 llの 向上があれば 調査 17び 資キIの

内容に多大な視野の広がりを 提供出来ると

確信する.然れば つぎに ｀
留消遺物

″のll

獲の方法について 具体||な工法を分類しな

がら述べてみたいと思う

ます 市燿法の種類として 3r重類のJ:法が

ある.A法は ｀
離状争1離′.B法は ｀

接状側

離
″
。そしてC法 ま メ`ディアム (れ

`と
,π

=
で これらを総称して ｀

造形保存
″

と言う。

2 造形保存とは

造形保存とは、ある媒体を通し 視覚的又

|ま その物の空間の立体的備獲が 目的であり

第 2の 日もつは、搬出、搬入等、保管の簡便さ

である.更に第 3の 目泊|は 恒久的処理によ

り 長期保存 民示の可能性である。この 3つ

の要素は いつも同時に考えて行くべきである。

それは保存物が ややもすると学IT的 資tIか

ら逸脱し 孤立化する事をもさけられるであ

ろうし、更に後世の研究者にも生きた資利と

して送り届けられるだろう.造形保存を解く

に当り 以上の目的を遂行するために、左記

の工程の体系で 各々が処理される。そこで

それぞれの評量値を図式化してみたい (図 1

2).

3 詳 細

造形保存をするに当って先にも述べたが、

捕獲の方法として次の 3種類に分類して工法

とする。

A離 状卿ltt B接状争1離 C メディアム

(″′″jレ 2).

A法 離状到離は 従来レブリカ方式 又は

型取 り方式 と言った名7Fで l■ばれた工法であ

る。これは 遺物 (現体 )に損傷を与えずに

先史時代道跡資flの造形保存法

0
処 エ

理 久

0
処 表

理 面

0
処すア

リク
理 |セ

②

処 耐

理 久

0
延 柿

理 獲

表

面

処

理

保

護

噴

形

成

刹
離
　
搬
出

洗
條
　
整
形

斜

角

度

　

ユ

上

を

記

入

記

戦

争
項

の
添

附

主
剤
に
■
す
る
布
強

一果
面
柿
強

整 ア
ン
グ

泄 ル

図 1 技 術

図 2 ウェイトの割御 計量lLA)

表面■び 佃1面 の立体型体の型だけを記は

して来る特性 を持つ。つまり現体よリ ネガ

(」 型 )を取 り その上にポジ (凸 型 )の工

程に至 , 現体の実 ll大 の模型を作ると言っ

たケースである。しかし この離状■
tl離につ

いては レプ リカとは異 リ ネガ (凹 型 ,か

ら ボジ (凸型 )に至る中間において 新 し

い試みがなされている。それは現物をそのま

ま使用する事である。

B法・ 接状劇離 とは 被着体の表面を接着の

要領で 表面のみキ1離 して来る,法である。

これはlt来、切 り出し方として 樹1旨等によ

って回型にして切 つ出す 通称 羊菫」lり と

は大変異な り 表面の判離 (接着)であり

完成品は 表面が 逆

“

である.架橋反応利

用の薬品反応のため 数 ミリ単位の厚さで摘

獲出来、それは ジュータン式 (巻 1/7)と な

- 5 -



る。更に匡久 t不●性|||に みても ,′lて

いる.

C法・ メデ ィアム (medium)

(そ の 1)映像を媒 lFと して 被写体をお霰

する方法で 従+の カメラ等の一■i二 視法と

異な
' 

多i透禍法■● レ+―光線による

●リクラフィーの利用法である.ポ リクラフィ

ーは室内の再生スタジオで再生する事によっ

て 
「

寸大の虚像とな, そ′ttよ  スケール

により 実つも可|ヒ で 室勾で現北実Ⅲl嘲 |ヒ

となろう.た だし この方法は まだ実段の

1々 lHtで  コストの面での問題を伐しているか

近い

''T・

よ ヽ押1の コンパクト 再生の確実

性tの 内容を見ると 必ら

' 
考古学に多大

の咸力を発揮するたろう 多■透礼法は ス

テレオカメラ方式で′,る .

(そ の 2)17■ |り凛llを 利用して他の物 =置
き替えて その物 とする場合で′,る .1「 |,

■ 石 あるい ま合成樹11等 の ■■な|オ 質

に完全に置きなえて 祝寛||に 伝達し そザ,

■況を固定化し 更に●久的に保存してtヽ (

方法である この■はC法についての言羊椰は

古112■ る.

a A法・離状剣離 (写真 1-441

ここでイH介するのは 蠅支時代のlT'と

ti器時代の|“卜の捕獲法である.

住属跡なと1ま 大変人きな物もち
' 

え大変

複雑なllも ある.こ 夕,両 者は 材川のi[び 方

によって それぞれの特色が共なわれ●
=

丈|オ十1費 の飾●にもつな,る 事である.

ます 住居等・・ 大型 ある01ま 広範囲に■鷹

したい場合には 石■でにlJ!(ネ ●|を 取る

●法である。そ′tに 複雑さが力1わ った場合は

その部分のみン|コ ンを用いる草を勘める.

全体が非常に複イで 然も綱 .・ l・ まで 微細に

理111を 取 りたい場合は 全体にシリコンを■

う方法,i直 している.こ こでは シリコンの

要領と 石■の場合の両方を計解する.

'ザ
れも 現場からコ型

'ネ

′)を取
' 

そ

″tを さら,■ 遺跡から搬出して 凸■ 1ボ ジ

'

・
4E史

時イt遺跡資卜「の世形保存法

にする訳である● ネ″とボジは それぞれ

'■
した工程をltっ ているので この工面で

はコ型

`ネ

ガ,の市llFの みにした。なお!1型

|ボ シ,の十オ■を詳奸しておくと lRP
l強化プラステ ′ク,や 石青 てはセメント

等があるが lRPが 恒久的 こみても て商

使 |に ついても手嗜である.

人に先土器時代の摯群の捕爬は 石グ)IIで あ

るから 材質はン|コ ンを選ふと■い。極i尊

13mm1 1■ して '一 ゼでネ市強すると 複雑な

●も安定した型取 りが出来る.4群の離1人ネJ

離のlt色 は 業 (遺 物 ,そ の物を埋込んで

そのままイ呆存計1スる事である.つ まりt業の部

分力1羮上で■ 1遺物)が本物であるという事で

ある.こ れは■場のそれぞれの■の傾↑や

IH■関係が室内観世1に 置さかえられ 更に

B法 1接状皐」酢)と t′ 卜にすれば 地相グ)

凛群と そ・・ 断面とが同時に 記録される.

ズ 保管も厚味を抑えれば lmの広さで10kg

■になl l・ 上げ方式がとれる.

例 1 敷石住居 (凹型制4)な すな原遺跡

シリコンの場合

準備する物 |`卜[:シ リコンRTV12-lm.

当5klガーゼー]m当 31m× 6m,石膏 lm当
8kg,本 材角材 1■,当 4om x 3cm× 18¨mを 3本 .

ボ|パケツ大小 4個 ,i量器 (=単位が計量

11未 る物| ゴム手袋,■ベラ 雌 ‖抑 ヽ ^
サ ミ, ノコギリ, カンタ~す イフ〕

シリコンは一般に注型用として1反売されてい

るRlヽ 12,i蔓当である.硬化斉1を 規定量添力「

することによって40分 -80分でτ更化し 温度

15■ ～31て 内であれば安定である。注型剤と

しては 他の葉斉1に みられぬ安定度であるが

離11剤 の●■に十分Liさ れたい.他の品物

と,な り 遺物と言う貴重なるI・1質である力|

ゆえ 離型斉い 選tに 配意を有す.■器 炭

化物 ●質等 ま ‖円:の離型斉1でなく 水‖

の皮慎を可′成する物が望ましい。当者は カ

1石 けん液を5%濃度の物を黎哄状にて 2回

散布した.

|



捕 獲 処 理

写真 1

その留消遺物の本質は どのアングルで捕ま

えると抽出できるか 検討する.

写真 2  (整 地 整 ll,

こ型の精度のため出来るだけ異質物は 取り

のぞく。電気クリーナー■月.

写真 3  (区   害1)
アングルの境界I.・ もあるが 大きな物は分告1

して孫取が必要で )́る .

強 4  1● 布 事 前 )

離型剤 散布又は塗布。

●温度の多い場合 ま少なく

。乾凛の場合 よ2回■ ,.

先■時代遺跡資料の造形保存法



写真 5  本斉1(シ リコン)塗布

非常に粘度が高いので谷間に留らぬ様 tL意
しながら塗布.IJ等 になる事.

先史時代遣跡資料の造形保ィ法

畿̈
2,,|

=写真 6

添llIの 要領 と塗布の回数・ 1図 式

耐 久 llt 理

写真 7(ガーゼ又は綿布による補■ )

全体にlFllし て膜になる様にバガキ状の大きさ

に始めに裁断しておく.シ リコンの白色と混

迷しない色に始めから 着色 しておくと便利 .

写真 8

シリコンは軟質状のためその上高Fに  石青で

全面をバネル状にカバーする.

シ|コ ン■ ■
=゛

い●F`^Ⅲ‐1,

- 8 -



先史け代遺跡資本|の I.形保 l.法

写真
'さらに本組 枠を形成し バネル状とする。

-41 ■  ||
,  1    1

写真 10

分害1面 ●との パネル状完成.

アクセサ リー処理

i● ]1

撤出後の現地げ元の場合に必要な工程 .

れ技 位置|グ リント)斜角度等を.・L億 させる.

表 面 処 理

ヴJ:12

巨.l ●青パネルを取 りよ った後 下部のシ

リコンマ ントを+1離 にかかる 平均に45皮千

の角度に力を集中して引張リバネを千1月 する

と 理想

“

jである.

, 一



写真 lS   t概 ‖ )
平面に列べるので 遺苅と同し,度のスペー

スがあると良い.各 11」 体
`lkgに

考えて制i作

すると運搬に 3名 程の人数ですむ.

写真 14   1 it ,I
シリコンマ ′卜 凹型 ,ネ ●)の表面■ひ襄

面を水洗いにてllく 洗,す る.

先史時
`ヽ

世跡資料の辻形保 lj法

写真 15

陰卓tの 後 製 |″ .l・ 分はシリコン用接着却|て ,
―tをベースにしな力'ら え詢する.シ リコン

によリコ型 tネ ガ)の完ll 凸型 (ボ シ,へ
の工程は原物 t遺物 )を

'■

め込む方法とブラ

ステ レクスは石青による方法がある.

例 2柄饒形住居 (凹型帯1作)は け上遺跡

石膏の場合

■備する物 石青 ―im.当 12kg.ス タ ′7
1証 当]kg ボ1オー lr (3cm× 4`m x18o m)を

4本 と (5cm× 7cm× 180cm)を 2本 . 水洗い場 ,

水, ボリ′`ケツ大2個 ,小 4仙 , ソコギリ.^
サ ミ カッター十イフ.本つち

写真 16   捕 獲 処 理

大きさに‖|し て分割する 11回単位60kg li度 .

-10-
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●,|ヽ

先史1+代 週И資卜|の造形保存法

'テ

|:20

添加の要領 と塗布の回数図式

-11-

写真 〕3

広い面積 の場合は足場の関係上 月角区分順

に流 L込む .

乾媒l180分 .

耐 久 処 理

写真 l‐

柱穴 炉 ±■ ま各々 11同体にしておく.

T―真 1'

スタ ン7(ジ コー ト繊推 )に よる補強.

′
`= 

、 'lr■ ●・ Jl′

［
甲
冒

ユロ
き
膠

一□

冒



先史時イに世跡資料の造形保存法

写真 21

パネル状にするため 301lF位の方形になる●

に小害1を 碁班 日状に配分する

写真 22

配分された月御 を餞巻状にスタンフで同定する.

写真 23

角ll(太 目な木材 )

配分する.

アクセサ リー処理

写真 24

方向 海● (レ ベル)科 角度等の .・L憶 のため

の基準|ギ .

反転の際の脚 ともなる(1個体に 4脚 ).

個 llご とに連 け番号を.・L入 .

を全体の力のかかるPrに

-12-



ltt時代遺跡資十1の た形17■ ま

表 面 処 理

=真
25

+」 離凹型 (ネ ガ)内 ,|か ら分l■ してい (.

写真 21 (搬  出 )

口||て 乾来させ lll着 の上を払いをす 石青

材のため 水,たいは進ける.

写真 27 1整  T′ |

分7の際の外傷は●青■1多正 遺跡外に搬出

',:真
お

凹型 の,転 及び紅立 .

石青により接合.

ざ
―
鞣 ・

轟み: i

-13-
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先■時イ喘 跡資ホ|のす豊形保i法

例 3 礫群の凹型制件 鈴木遺跡

準備する|オ科 ―シリコンの場合と同じ.

写● 31   捕 獲 処 理

礫群の場合は 造形保存をする■■のみなら

す 遺跡全体 tLtt ll相 の総合判
":で

 典

型を抽出する■が望ましい.4群の群のi■成

の特長をつかむ.範囲|ま 件にはZず流イtと

いう現象から ,頭 とヽ オと● ■ことT置
上部と下

=| +FH3と
書某度を―inと して捕ま

える。空間と,ま  物の相対関係1亡 ●いて 生

成するもので 留1肖遺物には不可欠
=あ

る。

写真 2,

,1型 tボジ)に よ 強化ブラステ′ク|「 RP,
を使用.

'1に
31    1区  テ |

切 1金帯 10 27mm「 ×5Cm中 , ■立 3 1mliに

理込0.

をJ真 32

離型却|と してカリ●けん溶液 5%を

覆   
“

l魔
,4・′

:ゲち

-14 -



tttlt lt造 跡資料の造形保″法

写Ⅲ33  '1コ ン流し:●イ,|

石の頭と口1面 に十分気をつけ 筆等を使って

完全に膜とする。1ぼ 3名 -4名 で,岸に分か

れ 他人●死角をカパーしな力'ら 区画しつつ

完成していく.

写真 34     1シ リ コシ1は

'1■

t.1,'

硬化剤は1100110の 苫1合 で気,品 2,で で 30分
～40分 で■化する.

硬化斉|を i千加 したら 5分 ヽ8分程良 く攪IIし

て全体に+分 練り込ま′■ている様に′し格口する.

写真 35

分離帯 ■び壁面上 筆等でt布す る。

耐 久 処 理

|,等 36

■群″,ボtが小さけ″●よ ′―セを名刺大 二裁

LF L 全体に空気が籠らないFTに  'Aる .

ガーゼに着色した 0し て 上夫 してみると

lu「 1落 しなどの児

`し
がなくなる。

`ヽ 、

-  15 -



写真 37

シリコン部分が硬化して スに石青でバネル

1人 に回める。

写真 38

本枠を固定 して パネル完成.

先■時代遣跡資料のた形保存法

鈴木遺跡

等:真 30

,1 離

例 4 礫群の凸型制4

写真 40

-16-



・t史時代遺跡資卜「の造形保存rl

写● 41

11型 に理 (■物 , をはわ込む

'j真
12

.t■ 斉|を
=“

し 弾力性のあるtl● (石青―

ウンタン)を 流し 回定する

木||=補強した後 全llを 逆転させる.

写真 ,3

J「「 F'■ ′ヽネ .し を
'卜

十

た,|コ ンカバーをJヽ

十 ン トイ ′■Jヽ にな ,

|'Jキ 〈.

'i真
,4   1■

「

力r'11'1■ |

■  `礫 の位置が同定されているので このま

 ヽ 保管ケースとしても利理できる.

-17-



Ь B法・接状剣離 |'11:15 5「
|

この方法の特質は 広範日にl‐ 取出来る●

である.遺跡の習1冑 遺l・ を考える時に ます

地層等は 非常によ範囲に■ぶ物である.

こ,tは 1● さ|二 も言える事で.試掘等で|1常 ニ

深〈派取する事が可能である.重量もワさ数

ミJで 1●で2●11で ある。これは特|■ 貝塚府i

面の結■や 摯層断面など表面積の大きい物

に適している.水分の多い地帯での■状文は

柿■Lた ● 水で

't浄

出来るのも|1色 である.

以上の特しから考えてみると P消遺物と言

うせ物の柿催|'実 1■ ■'浮 』
'と

なるであろう。

従・Iの標本|1部分||な 千取法から 大きく飛

理して は跡全体かス|ま  それにIい 発想=
留1湾世物を吃綸せるので

'な

いだろうか.

・
tE■ 皓|ヽ 道跡●ホ|力 ,L形 保i法

■備する材料は一接着|● IONI考 占造形

iT究所が,自 開発したボリウンタンを主成分

とした■着斉1)● ゼ イ

“

テーブ 記録用カ

ート ボ1● 2F ヘラ ^ケ (■範回の時は

コンブレ′●―によ1吹付がよい1防護メガ

ネ ゴ′、手袋

例 0 組文時への上
'広

の場合  鈴木遺跡

±■ ピン  ` その他の遺卜の附i面は そ

の■,占面で始めて姿を表わすもので Ⅳi面の

■制には 更に その手より■張しなけれ ま

な
',な

い。しかL 発掘中の地層の中に断面

として表出した1, それも留
'肖

遺物である.

この土ナ
=ま

 発掘ヽ
"LFl面

よう ±■ /111面

か表‖|し た例である.■ Lよ リローエ、層まで

完結したまれにみるillで ある.

捕 獲 処 理

li,:15

生活山が切 1合■ている場合や ‖舌しと雇t

口 ■自然面 と生活面とい ,た 様 ■相テ)||l ll■

合わさ ,た

't態

を捕工する.

111,46 1 1`  l   i

ロー■、層など ま,で セクションを弓 〈 層11

」七に 層位番号を建丈牛て記入してお〈.

―
・，
，
ｔ
●

-18-



■■嗜|ヽ ■向資||ダ)t形保存法

耐 久 処 理

●真 41

11i HJし て ・t,し て 1彗乾 乾燥 13日 )し
た時■でジュウタン式に巻き保管 .

写真 lF

Iオ 料 コ nf tt lt着斉lH O N 3kgを 2回 に分 すて

全■ 1^ケ ,1回 目の■市の後が―tを 全面

に張 り 更にイ|テ ープを30cmtt171て 格子状に

共増させる 2回 日の■布は十 LII用 である.

アクセサ リー処理

「

■ |=

|●技 [■  ′リット 抹取年月日 遺跡 r‐

等を記入

l,記薇事項は必すよ1雖の前に準備してお(.

表 面 処 理

-19-



■ |ヽ+代 追跡資料のた形保存法

例 6 地層の場合 はけうえ遺跡

,1:50
層位のセクション 層位番号 針で書き込む。

“

:真 51

ド部層から 上音1層 へ と塗布 してゆ く.

写真 52 111 円|'

円筒物に巻llkみ ながら 下ってゆ く 加重を

不1用 すると|」 計が楽である.

重景 lm`当 り 3 kg

- 21



'し

史時代追跡資十「の造形裸イ濠ξ

脅17 貝塚層の場合

捕 獲 処 理

伊Il子遺跡

写真 53

遺ll:全 面を捕tの対象とする場合は 概出

概 人の事 を考え 1枚 単位重量はloOkH以 内に

する.(大 きさについてはlrり 畳めるので関係

ないヽ 共合の部分は ボルト ■ ント式で

'場成が・T能である 重最]m.当 |]21g

アクセサ リー処理

`テ
|,54

面J久処理がヽえた時か
', 

トリミンクをl.●

る.れII 月角度 経● クリットなど記載.

展示月の金具す|| この時 ■,市 .

表 面 ljt 理

写|■ 55     1■ [ 1■ 1

不要な■ 未共着の員はすべて .tい 流す。

恒 久 処 理

イ々 rJ離 してから3日 liで乾業するので

クリー十一て完全に表面を清掃する.矢おの

部分は補強する。その際の■青斉|は  ウしタ

ン糸の接着斉Jを 選 |ぎ なくて まな |,な い。

保護瞑は つやつヽ 出来るだ|十 少ない1カ をこ

`ヽ
長ホの事 も考えると つ つ手 スはつ |

金具を背面に取り付ける用意が必要であるが

ます 性質て憚強性のある全体を固定する案

を考える.50kg以内の重量の物であれ ま そ

のまま′,壮態で保件や民示が出来る.51tl=
越える物については ュ上にJ・

~す
るか スは

市で気llす るか力 tヽ キれがです,る .こ の場イ、

前者は ヽニャ ll112‖ ‖

「

のイカ,パ ネ■,1に し

てウしタシT~共景青|で 1古 ,つ |キ する ●者は

綿
'■

■ 1キ ィンバス市 ,を l_■ lⅢ常で■

い|し  そ71上
|■ つ |千 今呉を着 する

4 博物館資料への活用

ll上 の成果 = 博物

"的
観● 1■ ■‖を合わ

せれは 考占十資卜と Ⅲ■||「 ll,か ら時物



先■時
`ヽ

遺助資ボ1の辻 I′ ■●法

館資料である「ものJへ と質の転換化 を実施  教育資本|と しての効果を高め 教育普及にll

した一証ブ,1と 見徴すことができる つまりt  果をあ|+る 等の多大の■命をもつことになる.

史時代遺跡の不動産物である住居跡 Jサ|   そこ■ 本稿で根 うた形物 よ このテ類中

層位等は 従来の考古学調査において2・ 真撮  でどこに位置● |す ら″|よ うつヽ、そのものの製

影 は面化 という記録保存に終r.し てぃたが  作法や性状によ,て も某るか ます II Vイ it居

造形保イを用い|し ま それらを実物あるいは  '11よ 凸■ 1ボ ジ,への■liで原物 (快石 )を

二人元の復元が ●T能 となり それは学術的  埋めtめ ま第一人標本 となるが フラス■ ′

教育||11 よ | lllの 活用|■ ,III`キ できるか  クあるいは石音による方ユをとれば第二次標

らである . 本に,置づけられる.■群例の場合もやは
'人に七形保市物の博l11盲 資料中での位置●  これと同様である。また||■形住H"Jま 11型

|lι

け■びその活用性について
'■

べてみる.     1ポ ′|に 強千ヒプラス■ ′ク 1l R P)を ■用

ほ物鎮資本|を 製作上 形質別に分類すれば  するので第二人標本となる。そLて按状11離

直接資料と間I・ 資十11■ 大,1す ること力'で きる  による■1■●1 只ほ層li■ び地層
「

1ま 実物に

1図 3).実物そのものを対象とする直接資十1  よるため第一人標本と見l・
7■る.

と 実llを 形成する形質 ‖状等を可しく   特 ■ 第一よ標本に当″する諸11よ 従来

また ま共にするもので表現した資利 いわゆ  その内容it疇 内では三,な いtllれ ないもので
|:=

る間■贅卜:の 2つに分類できる.こ とに後者  ″,る .既 二第一―よ標本は 資料として対象と

は 製作力「工することによつ惇物館・
‐
料とし  なるものをある ●ノ,大 きさに形を整え不要な

さらに 資料製ll法 の立場から分類すると  のできわ″)て単純i愕 本調整ユ 1夕1え ′地学

ます資tlの 実l・7そ のものでも iき た動|力    標本等)である普通標本 ことして動物 施

植物資十1で あ′tば 繁殖 育成することで資  4カ を Jヽ象 とした■物標本r i物体をそ/1ま

llの増力「と考え 一人製作資沐|と なる。また  ま乾凛した乾保●本 1直物をFし て形を整え

実物資料及びそれとオオ質をヽにするテ十オを併  ながら,t● した嗜束標本 _PI物標本製作法の

用して 新たな資料を製l‐するジオラマ等の  一つである卿J製

'本
 乾燥標本とよヽ 照||に

て■まれるものである. 部分を除ま し 必要に応 して加工を施 したも

場合 ま 第二次製lLttllと 考えられる. 全 く性格を異にするもので 動物 植物の店

として区号1す ることができる. Iよ る第一ス標本に 1ま  新たな,日 を付加 L

こうして ,物
"資

料とその製件は ヽ物  な|十 ″tぎなるまtヽ .そ こで ■41住居例と礫

館話・ llと して 学術研究|ま もとより 視聴覚  鮮,1の ごとく,1型 にTrt物 を千1用 した場合を

標本は きわめて,(範囲な種類 であるか   蝕しやすい吉F分 を保ヽするための l・ 長標本

実物そのものの全 .・ l・ またIま その一部を資料 と  ,ラ ス■ ィクそ′他のi垂 明な物質で生の資ll

する場合 と 実物のもつ形質 性状をそのも  をます尺標本して包0,■標本 さらに頭微鏡

の以外力!|オ 〔表現製作 けた資卜|の 2● |三 分  観察 ■供するブレ′`ラー ト等t'そ の■なるも

|十 て 前者を第一人標本 後者を第二よ標本  のとして掲げてきた しかし 今回遣形保右

ム
ロ

場む合´
一

本市
，次一昴‘

一′
一
　

　

類

´ヽ
　
　
　
　
・分

第

第

第

　

第

博

初
　
　
”
　
　
」

実
　
　
　
記

料
　
　
　
料

資
　
　
　
資

接
　
　
　
接

直
　
　
　
間

ト資
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その捕■方法にイtい 離ユ11内 F標 本とし てJ■■

只塚層 lL層 各

'1の

ごとく■■llノ)■ 面をr・言

う要領モ 女面′]み ■:離 して製llす る場合
=

I_1人 11眈標本と各々llll念■■+ろ ■とに |る

また こ′r,,生 形保存の今後の地 臨資
「

!

としてう活用に及び庁よ よいかなるものであ

ら

''.資
十17長  摯理 保営 訓上 iI'じ

教育,占動か■成ろ|ll■館桟|し のうち それら

の各々につ t｀ ていくつかの具■ ■をおり1しぜ

て以 下tべ ることにする.

ます 0+1収 +は この場合 せ形保市法に

長言できるが その方法について ま■■ Lた

ので罰受する

人に ■理保管についてI.● lT居

"|や "術形住居

'1の

場合に '間 スペース・l● ( し

から出土‖態の景観を考慮すれ ま 野外長示

するのが望ましい.一方 向じ離■■り離法を

用いた凛群例で ま 民ホに伴することにもち

ろん ズ全体をそのままのよ態でl・ 蔵保管す

ることができる特

'卜

をもつ。そけて■■ 只

ヽ層 ll層 各

"り

である接■1囃標本は ,ュ
ータン式 倦 物 )と 民名をとるごとく さは

どのキ闘スペースを必要 とせず L久 的な接

着力を11tつ つ
=標

本が卿J需 す る い匹ビもなく

整岬 値に最適の条件ttり .特に 具塚層

11に ついて 保存■学1,に ltlた し得る他

"|がある. T業 市力Π曽,口塚博物館には 本■ と

は

'1地

にに■l脂 で同めた貝塚層を保管する地

設が特に設置さ′している. Lか L その貝塚

層は首 l・ か水薔1生 である Lに 地中の水分がカ

ビの繁殖をうながし き″,め て■い保

“

条件

下 Iお かれている その為該館 ま 現在カビ

をE・ llす る問題の解決に古tし ているとのこ

とである.こ れに 1ヽし  接状11離法によるは

家層は 表面の十り離 (姜着

'で

あり ■東品

の日貨上からもオビの繁値するtl● Lはなく

しかも人l―.費  |オ料費 施設費等の

「

費も少

薇ですむ利■を重ねそなえている

"物
館の調査 研究・・ 成果は 現代社会の

要求にFtえ 得る姿勢をもつものでなけれ|ギ な

先史1守 |ヽ遣跡煮詢グ)itt■ i法

らない.そ ′1は  'I究十のI.|・ 1意識や調査

'「

■の技術bl進歩をうながすことにつなかる.

そこで そノ)可能性
=11応

する為には 特に

追跡から出iす る不動FF物 1遺情■ )の資ホ|

化を従来の図面 写真の二次元物から造形物

という二人元物及び実物に置き換えることか

必要 となってくる。しか L この方法も11来

に来たる技術|1進 歩のおかけで ■llた な資*H

化法が別に生みださ′tる かもしれないが 少

くとも■時点にお tヽ て ま最善・1策たという意

|ホ である.口 えば どイJま どイ1密 な図面を作

製しても それは現F-1'的 な図画化のアン

グ
'レ

1平面 ll面 方向,で しか そのものを

捕まえることができ

' 
将来において

'1の

ア

ングルの要求力'生 した時にそれに解さを下t
ない事態が

=え
られる。また FF状1囃標本

の地層″りでは 現在のテフラ研究 地質研究

年代研究の智 ,と を1'未 ′,こ れら分析技術の進

歩に応して再検討を与えることができるとい

う特たもある

最後に 教育信勤についててある力' 従来

の考占学資本|を 展示する与物

"で
= `青子

と言えば土器や石丼守の動産物を想起させる

li 遺物民ホ ■偏向 L力 :ち でヽった.た とえ

遣住民示といっても ジオラマ復原のごと〈

,I用 者にその様態を解か り易〈説けする方法

よある力ヽ それは学術的資*|と してはあまつ

価値う'な い。従来 造 I′保4が-11の 展力●■

,ヽ しながった理由は 思考 Hが なかった り

技術的問題 また専門家が不「Lし ていた力
',

て |よ なかったろうす.こ うした我にの教育信

動の現状に対 し "`え ば,ラ ンスのパ リにあ
|=111

る国立 1゙代博物館 I Muste des Antinun■

natiomes,ま 上部 ロイi器時代の′`ンセバ

ン遺町 I Phl・ eveni)の遺lJ出 土状態0造形

保存資ll またニースにあるテラ アマタ遺

跡|1物館 (Muste de Terr● Antta,で ま

下吉F日 ●器時ヽ人が利■した住居跡を造形保

すし 学術tひ 民ホ
'こ

動1■ 役立てている.我

にても 千1用 者に 過去の人間生活,大 Ltを 理
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先え時代遺跡資十}の造形保存法

解させる為に また学術|1資料としても 造  遺跡、はけ上遺跡 鈴木遺跡 伊IIl子 遺跡の

形保存の活用が望まれる.          各調査会の方々を銘記して謝意を表する次第

である。

5 おわりに

本稿は、造形保存法の具体
'Iを

中心に、ま  .ll)加藤万人 1,77い物
"諭

』雄山閣出版

たその博物鮨資料中での位置づけや活用性に  .12)lll藤,次 1969呻 物館資料の修理と製作J

ついてlfべ たつもりである.た だし、問題と     団學院大,博物響 ,じ 要 2

して、なぜ造形保存をせねばならないかとい  註3)筆者らの1人 全山が先頃パリの該館を訪イt

う疑間は その手続きをとる以前の基本的テ     で実見した

― ゼ だ ろ う.も の 珍 し さ 他 者 に 対 す る優 越   計4, MHSSEE DE TERRA AINIAl A'MUSEE

感 か ら く る 「 保 存 の 為 の 保 存 Jと い う収 蔵 趣      DE TLRRA AMATAJ

味であってはならない.筆者らは 造形保存

の理念を「学術 教育の為の保存」たと考え

ている。                  (1)1980年 2月 1日 受付

また 本稿をまとめるにあたって 多くの  (2)本 学文学部教授

方々の御指導 御協力があった。 とりわけ資   (3)考 古造形研究所長

料提供に′し、地よく応 して下さった、なすな原  (4)本 学文学部助手
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11'

考古学資料復元に関する一試案
― とくに土器類の復元について 一

A New MethOd fOr Reconstructing Archaeologica1 0bjects

―― Particularly POttery ――

12)

Everyone wl,o e,lgages in museum vヽork finds it necessary at one tine or anoth―

er to lec● nstrltct broken archacological obiects Despite the ubiqoity of this need,

1'iCSent methods are nol Nヽ1lolly s atisfactory, espe cially 、vitli regard io tile recOn―

struction oi pottery Plaster is tlle mosi Ⅳヽidely used materia1 1。 r Filling in the

missing parts of bioken clay vessels  But plaster has several inherent r・ roЬ lems :

、●eight lack 。∫ durability and diffictlliv in coloring  Vヽc have experimented 、vith a

number of 。lher ilaicrials and found that a coinmon (ar plttty.|ヽ e、v F iglite, 5 1ヽ o28,

、●orks quite 、vell The photographs 、vith ilis report illustrate several examples of

vessels at different stages during i,e proccss Of retonstrtlctioil

1 復元の目的と定義

資十日ま 現在に残された貴重な文化遺産で

あるから これを永道に残すべき観点から矢

損資料に対しては 保″上「補強Jと しての

l・ 理が資料復元の第一の目的てあると,11.
次に資料が博物館寺において展ホ公開され

観覧者の視liの対象となった際 その教育効

果の面からしても そのままでは 1分活用で

きず 教育普及のよ礎となる視党のほからも

復元の必要性は当然生して来るのである.

復元の日的は 以上二点の「補強Jと 「視

覚Jのいずれかの理由または両方の理由にヽ

処すべく実行されなけ″Jま ならない。しかL

ただ単なる欠担1資料の修理という理由のみに

よってなされるのではない.第 一義的には

原形をあくまで重視 し 頚例から矢損部の形

1 複
'こ

の目的と定義

2 石音の補●1オについて
‐,―   ●●イ,一   ●■ィプ

3 NE W 
「

IGHTER-5,No 28に つ |ヽ て

青 木  豊
Yutaka  Aoki

4 修復部芦色の目的と意義

5 修理方法の実際

6 おわりに

態を忠実に復元することである.第 二は 個

々の資tlに 応 した材質感をも復元せねばなら

ないことである。なぜなら観覧者の視覚上の

要請に対応する場合 材質感 珠に色調は現

存部 と異なることなく 極めて近lllし た状態

に復 ,こ し、本体 と

“

多復部に異和感が生 しては
,:121

ならなサ
}七子えるからである.

修理の原則として 今日尽じうる最書のI・・

術をもって行なった復元1蓼理であっても、明

日には新たに考案されたよりよい方法に と

って代られることは容易に考えうることであ

り いかなる方rLも 永遠に最高の方法である

保障があるわけでない。修理箇所一つとって

みても 当然長●・間経過すれば補
=材

の老化

着色給ノ具の退色等が生し 再修理が必要と

なって来ることを復元時に考慮し 予め再修
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理に対応 Lた 用意かなされて 几置されるこ

と力

“

要である。また これは複元を貫施す

る者の最大rl義奮である このことに関して

価々の修理資料||つ いて '用 された柿ボ材

力種類 彩色4料のl_類  修理方法宇々の復

元つ内容を記録した
‐
資■「復りし修理 カルテ

1図  11を
「

まし いつでし必要に応 して

参照出・T・ るように資料 とともに保存すべ きで

あると,考 える.

2 石膏の補墳材について

遺跡の発市訓上等により収長された考占学

資卜1 祀■■■P: 弥上式上袢 it“ 器 ′|

恵,[ 高■..等 の複 ,こ 作業における矢損 .l・ の

補■ 1と Lて (ま  そのほとんどの場イ)に おい

て●音を使用しているのも'■ 1人 である.

しか し 従来rl石青による復′しに多くの深′1

な欠点を有している.1'」 えば蠅文式上器 弥

十人「 器等の嗜土か

『

多泡質で
',る

ものに

関して 石 ■は 極めて強力な接七性 を発揮

するが 精製土をlt用 Lた ′1恵需 l・|■ 2コこ

関して|す 不充分である.1,復部に力が力Iわ ,

た祭 容易に龍脱する結果となる。また11化

後ダ,石 旨は 少し,オ,L等により表面が判証

する日格を有する■ 資料の移動等の11刊 な

,で 表面 特に角の部分が,1■する.

人に石■ |よ 1ヒ重が大きいため ,多 復後は本

米の資十‖欠IF吉

`の

重量よう かなり● くなる.

■型′)資十1て 補●部も大きい場合 重景が増

力|し  資卜|の運搬移動にす ら支障を来たす●

こ生してたる なお この
=量

増力「の問題は

1物館等において現在ヽテ lJを 見学者にふれ

させるす よほとんどないが 今後この必要性

も生して来た場合 観覧者に誤摯を生 しさせ

る書果となり兼ねない.ま た学問||に も復t
は 資++の 重量をも復 ,こ すべきであると考え

るところから この重量I句旭の点が ●音の

第一のIk命的な欠|“ である.

1多 理筒所が広範囲で 数回にうけて石青を

といて,用 した場合 それぞれの諸条■によ

`吉

学資オ+復 元に関する 試案

り1更イビ
=に

差異が上 して全体 |11■ もろくなる.

ri色 の設 letて 水杉絵 ノ具を用いれば明Fに

■Jる が一■で,っ ても■,一 に絵ノ具が r‐ らず

むらがtL ドーサ液を使用すればこの中よ

解決されるが 非常に困難である.

第二のま命|1欠 F市 は
‐
1参理の原則Jで ある

ところの

「
修l■ i問 Lて である.,1●  捕損

材として石膏をЛいて複元を実施したとしても

何年か先に 特 |二 多湿場所に保管されていた

場合は,甫 1,吉

`分

す老化 し 接清当|が本体 と龍

|[す るととも1■  表面かバラバラとL烙する

現象が起き ビす再1'理が必要となって来る.

石青の耐久1寺 間に関して ま  つに |よ 1,理者

の技 ljに 大きく左右されるであろうし 二つ

には保存状態 保存場所 活用頻度等々の幾

多・・ ,は況により |1確 なテーターをイ
=る

■が

●オであり 明Fに |る 事に出米な tヽ が ,|え

('回學院人學考占学資料館の1(蔵資llの

"jでは 昭千「33年修理の 梨県御坂町■ ■出tの
十師器 昭和45年1,理 の1崎市 J「 椅出上ノ)祉

支土暑 昭不」48年11理 の■:1市 第 1小学校出

Iの ■ 1市 器 昭オ]48年修理の r葉県姿山出t
の須恵器 II市器等々■漑 4■ 1多理が必要 と

な ,て いる.すべてが五
=の

老化に起 1● する

ものであるか と,力 ま疑間であるが 早い

も/1で 6年  そして10年 以上TIれ ば かな ,

劣イしか進行するよう
=而

1久 R度 を越える.し
かも厄介なことに再 1多理の際に よ 本体に附

|.|,劣化した●首を除去する0ま 容易でな

く 土
=F本

体をき
'つ

ける事なく 完壁に・T

ムすることは不可能である 「1多理・
‐1原 1lJの

■1'理 を想定 し処置すべきにで,1ま しくない.

3  NEW F:GHTER‐ 5 No23`こ つtヽて

補●1オ としての石
=の

I・ ,1の みを・Iべ て来

たが 安価である● 取 り扱いが簡単な点等

の長所も認められる しか し総合的に判府iし

て補● |ォ には適さないと

“

信し 石■にホる

柿
=材

として「 ファイター 5Jを実験||に 使

用し 価格グ)■ を除き 石青の欠■を補正 ■
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米る結果を■
|■

が出来た。「ニューファイ
ター 5,No 28Jと 言うのは商 F,名 であって

下 |エ ステル系世!11で  本来自動車のll金修

理に■月さ′せるショックパテである. この口の

パテ営国産 輸入1冒 ,を 合わせ かなりの■■

か「 lFさ れているが その中のいくつかを実

読百1に

'用
Lた結果 アメリカ, S Pcedy

T,,。 1■′)~NEヽV「IGHTER-5, No28_
う' 十べての面でt器の復′しに最 も適 してい

ると考えられる.

先す取 り llい は 五
=と

同,か  あるいは

それ以上の前使さを有している.本 1描 にF化
コ1を 111:1の 書,合で汀[合 し 矢損音「に柿充す

ると約 3分後に

"化
が始まる.こ /1"化開始

時間は 硬イヒ斉1の 量によつ調節する●が虹能

である。τ史化が始まった時点では羊姜 フリ

ン状で 軟質「Lに 富んでH' 文様めア|み

余剖●力均11取 りは■ って簡単である そし

て時間のiJと とも二硬 1ヒ度を増 し 約 1時

間後に百■・|[申化時より やや硬いt度に完

全理化する.完全硬1ヒ した後も司′力171での力「

Ji エキスリ作業等 ま剌吉してある.補●作業

グ)際 石■の場合でも■す る間をであるが

十語本体 または補収部以外にrJ着 すること

,11′しの注意をはら ,て いても回■出来ない

事 もジ)る .こ の付消した場合 よ τ誕化をま,

て 11即
"化

の時点■■・
IEでつま■ 容易に

ますし取ろ÷ができる.こ の■は石告よつ

収 1扱 いは極めて簡単で ■2=本 体をよ
=十

事は全 くないと言 ,て も過言ではないほど,
t瞼性は微少である.

第二の利■として ま 資料のイ1元 まイ市;ま を

第 1の 目1,と している■において たとえ落

Lた I.合 でも 本体に■11を ■ |す る事があ ,

ても 補1'I「 は,〈 異常・Jな いほどの■●を

llし ている.イ i青 にありすちな樹′lた 0 矢

けた 0 あるいは表面に員殻状,1離 を士する

ことま,く ない.ま た|,■ した7F青 では弱に

■′,,た■製されたl.上 をもつ須恵器 向 |・

器等へ′]接着力のJJさ は ,墨 にアァイター 5ま

考 1学資本‖復元に関する一訳案

請土か●密な,と,着力は増大し lll● 器等

(ま 重化役 ただ力により離脱させる事は不可

能な11ど である.な お補●1オ としての基本百1

条件である■イヒ後の日べ

' 
ひすみ ●張÷

の問題に関しても IT',―L障 ま認められない。

人に二量に関しては 石青と上ヒキたして比ヨ

ま●青の湾 :で あつ 極めて軽量であるとこ

ろから ●IL後 の資料の■景も当然石青に比

ベ イ|÷ と軽量になる.補強箇所の容●を変

えすに 重いものを軽くする■は中空にする

などおよそ|1現実的な工夫の実現以外に ま不

,"し であろうが その1菫 は極めてrt単 である.

前にも|二べた「土器の重量の慣元
=に 関しても

ヽ■部 を含めた資本1全体の総重量を算出し

'ァ
イター 5に小石 iう などを混入する事に

よって 資ネ|力重量をも調節 `ⅢLす る●が

1∫ hLで ある.す十1の重量復元は 数育 民1:

保■ IT究等のすべての面において '1ま し

い結果が期

`+で

きるもグ)で あ
' 

この,つ 処

置はZ要である.

なお捕■lltし て■本的な条件の一つである

ところの 復元を対象七する資料の|オ質と同

質か ま,る い
=そ

れにI似 したイオ責を送定

「成する●|二 らいても 有■性をもつて1'る

即ち 'ァ イター 51よ  ■4Jの i足 入力'約10%

まで可能であり 本体 ■1111し たl.十 を1.:千 1

1`こ よ ,て つく0だ |■が1■ヒなの■ある.

また 必要にはして ファイター 5自 体への
11 ,I

市色も容易に実現が可能である Ilつ 強度が

おちない彗はもう一つの大きな刊■である.

人に補●■のをヽ化及びけ1多理の円田であ

るす ●青は前■したように多
'市

場所におい

ては 極めて早く老イし現象が■する.フ ァイ

ター 5つ而1久性 ま未F言しであるが F年前に

1'● を行なった11日 L「の李朝 自社 常調

■蔵常器■については 未だ ll■ の異常は現

,,れ ていな tヽ . Lか し ,ァ イター 5本来の

1+日■;え 合わ
=て

 而,41●は十永久日|な
もめてはないかと考えられる.

着しに関して|ま  通常使用する水彩治ノ其
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リキテ ′クス絵 ノ具 油k_‐ ノ具 ラフカー

カンコー PLに ボンド等を混ぜ合わせたもの

キ、水畦 ,由 性を問わすいずれも一応着色可

|ヒ である ll L ;オ質上●部に顔料が浸遣せ

ず 表面に■慎を作る為 着色

“

料自体にI・

着吐のあるものが,rま しく リキテ ′クス袷

ノ具 ラ ′カー ヵシュー等を■用すれば技

群の
‐
l果が発,さ れる.

以上補収材としてのファィター 5■ ついて

述べてきたが ,皮要l■ すると

0取 り扱いが二って筒使で,,ろ ■.

●極めて補L日 かす くれている点.

●補●イた 日ヽ り し張 ひ●みが上しな

,ヽ ■.

0本体を変化 変質させる事なく 必要に

応して取りはすせる●.

C軽量である■.

31`質感 重量等の訓節の為 兵物の混入

が可能であるに.

0'ア イター 5自体に言色が可青しで ,́ろ 点.

等す上|デ られ 補
=材

としての条件を充分i占

たしていると考えら′tる .

4 修復部着色の目的と意義

十器1,理吉「の着色に関しては 従来年着色

のままが あるい ま写■撮影の際 ライティ
ンクによるパレーションをlt■ する意味で

たた単に同系色を着色する程度で済まされ

着色

「

業を軽祝する l● 向があること,ま ちらざ

る現ヽてある。また声色の必‐―性の有無 色

調をどこまで本体の色に,■させるのかなど

問題がある.″1え ま―見し〔補修箇所力中月

確に判号|で きるように 敢えて本体と異な ,́

た色調を彩色すべきであるとt.う 意見も相当

あることも事実てある.つ まり1,理 編所か明

確に識別できるほうがよLと さィt 本体 と同

一色調を着色する事は世けられている場合も

少なくないようで″,る .も ちろん復元|_所 を

明確にしておくことは 1多理の原則でもある

か しかし それを着色により区別する方法

考占学資11,元に関する一試業

を取る必要は 全 くないと考える 着色によ

り区,1す る方法を取るのであれ ま れ支土器

の1参 復書Fに 丈様を模刻する必要性は 自す と

'肯

減するであろうL 類

"1か

ら文lfを 修鶴 Fに

件出するのは祝覚効果を増加 させるヽ く 極

めて重要な意味合いを,ん でいる.学術研 i・

資料 としての場合は ともか (博 l●館資十1と

して扱 う場合は 祝覚の基礎 となる色彩を度

外■することは 教育効果が 1分 発揮できぬ

ばか りてなく lTド をもまね〈結果となるで

あろう.類 ,1し た

"り

に 民家のオ多業 1ケ復に

関しては 矢liし ている●十の本オオも それ

に応 Lた請計オを1に用しているが 色訓は新 |オ

のままではなく 周囲に
`ら

わせて古色をtL
ている.古社寺等の1多 復も同lTであ , 市収

吉「を区別する方法とLて は充ホ したホ材に llt

印を押す等して区,り し ■● IH.覚 による表

り1ま 行なっていない.も し 新オオを新 |′ 1占

色をつ すす ,と Lて 使用すれば ,せ る者にと

っては ,¬ よのみが先行■る結果となるこ

とは明らかてある.占 民家 占社+の FIか ら

も ,IIt館 資*1は ■覚が基礎 となる以 |
修複吉|の着色 t本体 と同一色調 [彩 色すべき

であると考える.こ うした場合 '1本 的問題

である復元箇所を観覧者に誤摯を生 しさせな

いんに何らかの方法
=明

示しな すればならな

tヽ わけであるが こ′)問 題を解決する方法とし

ては 上器の復 t修理 をヽ地する皓 必ず個

々の土暑の1多 理 カルテを■成し 修理前所

欠打t書:の大きさ 土器本体のЦイヒ状況 接着

剤の種類 捕■ すの下,I 言しま料の菫類

■1学 1処理の有無等々を計イロに.・L人 し 修理

工■/1写真 実111図 を添付した71述 のごとき
~資

料イ寅元1'理 カルテJを 作成することによ|

十分に解決11来 ると考える そして 晏示 ■

際 して ま 復 ,こ 前の写真を必要に,0し て 1時

に民ホ|る ことにより ■学者ら理,と 認識

を深め 初歩||な 誤llrは 回,■ できる筈てある.
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5 修理方法の実際

土器■を水・tし た後 向*の 1人態でt保 さ

せる.無理に火であ■る等 して 急激な乾燥

を行なうとfみ が生しl‐青,困難になるはか

りてなく 資tlそ グ)も のの価値をも潟t夫 させ

る結果 となる.スに個々の上器片の技着作業

に移llす るわ すであるが 技着剤は接着を行

なう土器の理度 ll.土  保存1人 況1に より選

IPす る。一般百1に は セ||ロ ー ズ系のセメ′

インC ツτrン ラ ′クヽを用いる.エ ボキ

シ系のスーパー セメタイン等1撃着硬イヒ後

溶摯できない為 後の再修理を考慮してこ ナ

るべきである。また蠅文土器等のh土が祖 〈

もろい資本|ま 接着部をバインター18等 で÷

前にコーティンクを行ない その■セメタイ

ンCで接着すれは接着力 |よ 増す。

■1数が多け′
`ま

多い■■今後ダ

“

み■'大 き

くなる為 ●部 もしくは口議部の一方11か ら

,合を実施 して極力生みが上 しないように注

意する.そ /1た めには 上器の要所要 FFを 必

要に応して ,で しばりつけながら作革を進

うる

接着作業がヽ rす れは 再度
「

器全体を祝

察し 歪みグ)有無を確認し 欠‖書F分の補収

t業に入る.矢ま|.l分 と同l~こ の現件吉F分の

外而 あるい ま●面に*i土 を押しつけて雌形

をつ く
' 

そ″tを 矢』部にあてうこ,て ● 1旨 を

11入 する.現 4.l・分の型取 りを外面 内面の

い
'れ

でおこなうかは それぞltグ )土 器によ
| I1111

'異
なる.外面型I・

'は
 対象とするt器 の

外面 1表雨|に文様十が地されてお り そう

文様を忠実にコピーする事 ■より 欠損部に

■様帯を構成させる場合 ま適 している.1重 に

よ器表面か無文である場合は 内面型取 |を

行ない■● した方が件業は容易で )́る .と い

う
^ま

  ネ南夕 |卜業 も外
=Fか

らイ十なえるととも

に nt後 の表画調整作業 も行ないやすい。

外画型を■用した場合 柿
= 

調i■業 もt

署の内吉日こおいて実施 Lな ければならないの

で ll革 ま至って困難である.ま た■器の表

考古学資fI夜元[関する一試条

面に文様のある場合でも 外面型取 りで補●

した際に現存部 と欠損部 との共■の支様の技

合がスムーズにいかないことが多々あるとこ

ろから 内面型取 りでネ市収 し 地女のパター

ンを害い 出し模玄1し た方がよい

型取 ,卜′は 一般||に 粘土 を■月す る力|

l・l磁器等の釉薬の地されているものに関して

は 油粘土を使用した方がll業 は簡単である.

しかし それ以外の素焼ものに関しては 洒か

口遣 し本体 をいため 変色させる結果を打 き

易いので池対に用いるべきでない .

なお 内面型取 りに限定されるが 各種の

型のゴム風

“

をlll意 しておき 修理i器の器

形 と類,し たものを選び 土器内吉Fに おいて

お くらませて雌型 とする。この方法は 欠損

.・ l・ 分が広範日であったり 数箇所に■んでいる

場合 ま 一度で雌型が出来るのであるから極

めて簡単である.補狽1オ の硬化後 ゴム瓜船

の生気を抜 く

'に
よつ雌型は取 りにすせる.

当*内 面 ま なめらかで調整の必要はない。

以上の様にして雌型ができれば補垣 ll業 に

入る。,Fイ タ~5に 100 1の割合て■化剤

を混せる。作業1キ 間を考慮して "化 剤の量

でi栄 化開始時間を調節する.須恵器うの硫土

の枚密なものはそのままで用いて 胎十のIH

製なものに関しては 土器の胎上に応 した0
社を混入し 本体に近いオオ質感を出すように

する.し かし 異物の混入は 強度の点から

してイ141%ま でを限度 とすべ きである. もし

も それ以上必_― な時には二層に分け 第一

層 ま異物を混入せずに■用し 補強を確保 し

た後に
「

度 
『

i土 に近い異物を混入した柿●

下オを地す.ま た アフターベインティングが

好ましくない11質 を有する資料には 'ク リ

ル系 ラ |カ ー を,ァ イター 5に 直接混 入し

補●1オ 自体を必要に応 した色調に若色して使

用することを考えてよい.

,ァ イター 5は 本来ベ トベ トLた状態のもの

である為 垂直面にでも
=り

つけることは可

能である.細部等に流し込まわばならぬ必要
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が生 して来た場合 ま レジュー■-1う すら

液|で i菫 当な状態までうすめることも11能 で

ある この場合 もロイヒ後の日べ り等は生 しな

い。硬化後 余茉1,を 力 ′ター 周′力〕フ」で肖|,

取り 不 t部分 ま新たに重ね●る ●器等で

表面を極めてなめらかにする必要性が i・ る時

|ま  耐水ベー六― キスリで■ き上げて■面

仕上に,工 い,人 態まで十上げること力`できる.

人に希色については 11■ したように水性

1自 性を問わす可1ヒ であるが 油Lベ イントを

上布 した場合が最 も強いである.拠え土 P,

力I式■器 上1市器等は ラ ′カーで,ま どう

しても:オ 質感がl■ なわないのと 光沢を,肯 し

まることが不可能である■ リキテ ′クス絵

ノ具を使用 し 必要に応 Lて砂十1を 混入して

11質 感を出させ 光沢に出 してはマ ′トメテ

ィウム 1つや1古 し
'を

■合し調整する.■ ■

器 陶
=器

のた面 ■光沢を為しているもの ま

洒とラッカーを用いコンブレ′十―を■■し

哄き「 |け により彩色する.ラ ■■―は それ

自体光沢を帯びているので 資川に合せて

フラ ,ト ベース |つや1肖 し)を
'■

合し つや

の調整を

'な
う.フ ラ′トベースの況今 ま

ラ ,カ ーにtlし う0%ま でである これ以 Lの

IL半で使用すると ,■ 画´ヽの資い●さが悪

くなり 後にベ イン ト′
'|」

蓄の要

国となる.逆に光沢を帯びさせる

場合は 着色後 その ににクリア

ー ラ ,オ ーを塗布すれ まよい

■き付け作業 よ 補●吉「の,,れや

ll著 物を完全に際まし 本体部に

E利 う'か か らないようにテー 7

祇等で完全におおった夜 実Itす

る.

tし作業で最も国難なのは 本

体 と同一色の塗十1を 調合する0で

ある.tl・ |で,一色を■するもの

はあり得ない。従って 一度で着

色する事は■」に不可能である

よく観察すると
't調

とする色力'あ

■古字資本1復■ ■関する一試■

●■|= ■11 1t i響 |■ ■11‖
't

回 1 資rl侵 t修理 ヵルテ

ー 30-

| その中に黒 山 童 茶 ヽ々の各種の

色が況和しあって 本体の色を形成している

から tず ■調 となるこを柿●部全面 ■むら

なく哄ざ■ する.人に itrし てぃる色を 一

色―色人念に塗布する。この際 ま 本体吉|の

色調を極めて入念に観察し |に千「 している各

色の色調と粒子の大きさ 量をつことめて同

lfの ,rを 吹きつける この作業 よ スプレ

ーガンのエアー調節ネンで 噴出エアーをJJ

〈する事により 通常 よ霧状であるものが

,01■■～15ヽ m位 までの資料本体のlt子 の大

きさに応 した■料オi子 を進Iし て行なう。以

上のように着色 ま I[在 している各色のオi子

,大 きさ 量を見きわめ 数回重ね■ ,す る

こと■より 本体 と同様な色調に近す する事

うできるノ)である.

なお 自然fШ 等がかか り 資料の表面か凹

!1●渋しいものは ,シ ンカンを用いて 普

通モ■タル■にlt用 されるモルタルの砂の粒

子を資

“

14'体 の1人況に合わせて 大きllナ た

後 ■着色すれ
= |ま

1■ | 力忠しを出すこと

がで
=る

.

以 卜のように `1恵 器 陶■器等力柚葉′,

施された資llの形色に関しては コンブレ ′

サーによる吹きつけ■業を行なえま 法筆等

資 ||`唸 元修■ カルテ      ` ~

|■

`希 =

′,な ‖ネ和メタ■ヤ

●イ

`初
■にお

||イ ■ |' 1' "|

ル店ン,I′ らイ

'― 'イ
〔]

ラ7'~〈 ″‐ ,,′ ●ι′■―・ 」
'

■ ,レ ′■ン

111● 1 1
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考古学資料復元に関する一試案

で着色するよりも数段の良好なる結果力'得 ら  |13),藤 貴郎 ^Ы,久 ,l,787け 物館慨論J

れ 視覚上の遠和感を全 く回進することがで     学・L社

きるのである.                     ,llキ 郎氏が '保●とl● 理Jの中で 「必す

再修理の事を考えて処置をとるJと 修■の原

0 おわりに                    員1と して明記している.

博物館における考古学資料の復元に関して  .14, あらかた人洗によりけ去した後 エアープラ

現在までに至1達 しえた最良の方法の一つとし     ンを用いれば石青は完全にはかれるが 結果

て その内容を紹介したものである.         として L器の表画を一度肯∫
'取

ることにな,

勿論 この修理方法 も 今後のII究 によって     好ましくない

改良さ′t あるいは他のよりよい方法にとっ  註5' 7,イ ター5の「1学記号 = 
企業秘密とがで

て書られるべ き日が来るかもしれない。         公表されていない

柿樹 オにしても確固たるものではなく あく  .■ 6)|13分
`に

フリン1人 になった時が最も適して

まで試験||に 使用 した結果、現段階における     いる Ⅲ化まえであると気きl・ ることになり

良 好 な デ ー タ ー カ'得 ら れ た に 過 ぎ な い の で あ      本体の粒子 問 (表面 )に 残 FTし  光 沢 を常 ぴ

る。この補樹 オともに着色斉1と その方法に関     る結果となる.ま た理化後時間が

「
過す′げゴ

しても 今後よリー層実験 研究を重ね改良     は,せない
.

してゆきたい。                 i17)油 性ランカ~ シンナーを希,1剤 として使え

本稿執筆にあたり図學院大旱名誉教掛 l口     るものならすべて可能である.

清之 同教授乙益重降 力1藤有次 同助教授  ■8)フ ァイター5を本来の用途としてI始修理に

月ヽl磋雄先生方より御教導を賜わりましたこ     ■●した知人の車は l.・理後12年 it過 したが

とを記し 末筆ながら厚 く御礼申し上げる次     修理部には何らのRiは 見ら″tな い 草であ

第である。                        るから 夏の酷暑 風雨等々の悪人■下にお

いてである

議 l, 力]苺有次.196,「 博物館資料の修理と製tJ  計,, 土師器 須J器ヽの暗上の技
=な

資本|ま ど確

國旱院人事博物館事紀要 第2韓 の中で資      実に三が生しる

14の保市上 必然
`|に

修理の必要性が生して  .l10)ムイヒ庁ヽイヒ財保護部.1966'発 掘調査の手び

くると,■ べられている                き』国 L地理協全

.■ 2)着色に関しては 多種多様な問電を含んでい

るが 稿ヽ 4の修復椰艶 の目的と意義の   (1)1978年 1月 31日 受付

項で考えを辻べている           (2)本 学考古学資料館学芸員
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考占学資卜:イ吏元に関する一試案

l修 理 ●

2着 色 前

3修 理 後

写真 1 蠅文t器修理過Ti

- 32 -



イ古学資料復,こ に関する一試案

↑

写真 2 ●恵器矢損 .■ l・ 分の1挙理過程

1 1,理前 (伸 1面から,

2 修理後 ( ″  )
3 修理前 (上面から,

4 修理機 | ・   ,
5 ↑ヨ]が修理吉1分 をホす
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考古学資十「●元 ■関する一試案

写真 3 項恵器復元修理,こ li

-34-

破 ■

破片の技合1人態 (内面 ,

・    1外 面 ,

着色前

1多理機

3



考古学資本Ч復元に関する一試案

1 1多理前 日縁部 を欠損 けた状態

2 樹 :旨 を補● した状態

3 ■縁にし 表面を調整 した状態

4 着色前

5 修理後

X肩古Fか ら胴 ド部にかけての二千れは

後のタールによる汚れである.

回接矢損部の修理過程

-35-
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博物館学的発想 恢動うにもとづく考古学調査

-4ヽ平市鈴木遺跡の場合 ―

Archaeological Excavation Based on a Museological Concept

― Suzuki Site, a Case Study ―

金 山 喜 昭

YOshiaki Kanayama

]|

l lま しめに

2 鈴木遺跡の考古学的調査

=調 査の経緯

b 調査の成果

3 博物,F学的発想 と鈴木道跡

■ 時物

"学
的発想と,ま

b 鈴木遺跡の性成論

` 鈴木世 lllの機育ヒ論

4 行政訓企にllす る警告

}u.st a,chaeological excavation, it, J,pn,, |。 da) are salvage proiects co duoled ill advanc■

of tnaior co■ str、 t●tion Tll● excavation ol 十he Suz● ki sit●  is o● ● 、och Pro,cct S,lVュ ge wo● k

is l,uall, charactcri′ ,d by 、imPI●  ●×て,v● ti● , witl,●。t a● ュtle,。 i` i`,cl■ 、ュしiol,s  Pla,、
`ting tim●

1●1 ●し,ff are seldom adelo,モ e  Bui at モ1、 e S、tzuki site in Kodaira City, Tokyo. 、●● alll,■ I,ted

モo do the work based on a n,,,■ o]Ogi●●|●。●●●pモ  ]、 。ther 、,o● 1、 , ●| |||||。 n 、●1、  てぃf,ト
ユ` iZ,1

Tour, of the excav●し
'o■

 wlr●  ●●●loClol  、tudents wete l● ュit、 eu cxhibitit,,s 1leld and guide―

わo● k、  P。しlished in aaliti。 ,, a 16-● 1,l filn, was made sho、,ing the excavatio■ , allalysis a ld

inte rprel,li。 ,s of the si,●   Sl,ol lr, ●Pp●。
'Ch to cxcavatio,, is nccessa● I if the go● ●●●l pub―

lic is to unde,stana tlte imporia〕 lc e ●f ol r buried cultural lleritage

1  1ま じめに

我国の埋蔵文化財の■学泊1調査の歴史はお

るく 近代史上明治10年 にアメリカの動物学

者 L S MORSEが 大森貝塚 を手力Чナたこと

が 先鞭だと言える。それ以来 我国

`古
学

界は 幾多の時代思胡に影響されなからも

徐々に遺跡の確認数を増や L 質量共に恵ま

れた遣構や遺物の発 Ftに よって 少なからず

も,畳 まの日本人生活文化の復元を図 ,て きた.

特ll 昭和ま,年代末頃から初まった政lTの 国

十開発政策は i木工事の事前に行 う,政調

査を促し そして現在 我国の理飛文化財の

取り扱い方は,0■ E S M● RSEに みた学術

調査はおろが ,ヽ たって場当りで tE日 的な調

査をなか ま奨励 しているかのごとくである.

現在 ]が制定した文化閾li護 法や各地方

向治体による文化財保護条,1は  開発行為に

対する充分な効果がない。こうLた 問題は

当然世論の強いllL判 をかもし出し 多くの文

化人や市民が結成したヽイヒ財保護団体 17ひ ‖

究団体力清 極的な理蔵文イヒ財保護運動 をくリ

拡げて その解決に取 り組んでいる。昭和30

年代後半「文化財保護対策協議会J「関西文化

財ll存協議会Jに よる平成宮跡の保存運動

又「日本考古学 I●・ 会J力 '千葉県加曽利員塚の

保存を第29回総会にはかって決議 したことが

レ,る .さ らに最近では 静両県伊場遺跡の保

イ運動に対し 静同地裁は文化財 /1オ旨定解除

延分の取 り,肖 し訴話を文化人に提訴資格がな

いという理由で不審議の判決を 卜し 大いに

-36-



■物館学|1発 想 |`釉
'こ

もと
'(`占

学調査

世論をにきわせた。

しかし このように,蔵文化闘保護運動が

,1■ でありながらも それがあと一歩夫衆グ)

いす′tも ,共有する意識まで発展しない理由

は 大末にとって連動の論■が市に政治|1次

元に

'',・

l ,「う知識が要 ,ヽ される夕)で 議

Frに ,加 てき

'坪
蔵文化財つ重要性が摯か

'にく
'.か

らではないかという疑間が■る.文
1し財は国民共有の財産という人原則力iあ りな

が■も 保なとである大■にそ,II,や認証

が矢11し ては E S M()RSEが
'昌

えた
『

■

遺産と千1■ |1精 神の■範を我々ま我回のi手来

|=■ 1ますることはできま,ヽ
.

そこで本」ヽ稿は 小+1,鈴木遺跡の調査を

例1■ とり 考古学に円・ 1凛のひと,と までも

l■蔵文化財やその道切な扱いちの認識■'で き

ることを賛|サ し 多少の責務を果たした|ヽ と

考える_

2 鈴木遺跡の考古学的調査

a 調査のtt

"ネ
遺

"は
 東京者F小平市il本 田11-431番

地
=正

■する 東京都・‐せЧ.l・ 求蔵野台地上

には 1ヽ■状に入る多くの間 lF谷 う'み ら′t

これ1,う 谷に而 Lた■状地形面 ■まt,■代

遺|・
f,● ま″tる こと力'多 い. 本遺跡もそグ)う

ちの 1つ 1亡 おた, 石神丼川流域の合
'ヨ

:Fを

ヽ腑形1人 にと,田んだ 先土器時代遺跡とし

てま 1し ,な き大規模な遺跡である.

発I調査は 市立蛉水小学校建設工事に・I
力ヽ すて 鳩和4,年 6月 に小T市 教育委員会が

ら委託をうけた蛉本,=跡調査回 1回長力]叢有

次 当 F」 国■院大学
"み

授 現在同大学れ授 |

による試掘罰企がなされ 遣l・ L,層 ■'1作記

されたため 同年 S月 より本調査に■ ,]召 I「

51年 3月 まで11続 調査力'な さ′lた .そ の後

小学■に隣接する区減が者F下水i首局 市下水

道当
' 

都道建言l月 による建設工事の利象にな

,調査かなされ そのうち者F道建設局川地で

は今 日もなお春立中である。試掘調査以来

現在までの 5年余 ,こ のほる調査期間のうち

で 嗣本者が経験 を積み重ねるにしたがい

遺跡 遺清 遺物の資料化への認識が徐々に

,た練されてきた.発Л調査やその平型F業は

日下十区続中なの■ 本遺跡ノ)● 貌を杞介する

のにはまだ多目を用するが ますここではこ

こ 2-3年 間の発掘調査を中心に遺跡を招イヽ

する.

b 調査の成果

先t暑時代遺跡の特徴は 机文時代遺跡の

ごとく堅六住
=■

や土:Fな どの遺構や遺物は

出土せす も ,ば ら石器■ぴ調理用施設とし

て

'わ
れたと思われる礫計などに限られるこ

とである 本遺跡からまこうした遺物や遺綺

う立 ローム第X,lB Pi,30110年
'力

■,第 HI

層 IB PI,12110年
'ま

で■H続 し 10回 以_卜に

もわたる・ t,時 rヽ 人のlTみ ,こ えた時期を,uる

ことす
=き

るし 石器や礫群うの分布から各

時期の生活

"台
の様子を窺い知ることができ

る。ここに その概 1各 をのべてみる

武蔵野台地の時期区分によ′しま 第 I期か

ら第Ⅳ却までに大別することができる

第Ia朗 1第 x層 ―第Ⅸ下層

'約 S万年前力ら 2万 5'年 11に  鈴木遺跡

に初めて先
=|十

代入,到来し住みつくように

なった 他/1い くつかの追跡でもこの時期か

ら人間I活 の証左をもち すなわち武蔵野台

地に人間が登場 した黎明期 といえよう 石器

Iは 社長の刃器状■中|つ '特徴にな, それを

素 |オ にけた■部にわすかな刃漬 し力1「 を地し

た■イ
'形

石暑 円嗅を荒割 りしわすかな加

工をもつ人ヤ凛器 両面力「工 の格円形のr,製

石 .. 刃 .71・ をil店 した局部磨製石斧等を・I成

とする 遺清では勁児ノ)●人,人 の Jヽ原石を数

桐配置させたような配石 といわれる造 lltが特

徴百1に 11現 し 炭化物|● 1前所にまとま,
た炭化物準中箇所もよく出土する

第Ih期 ,第 lX L層 ～第V● |

・●2● 5千年前から

“

11万 8千年前の頃に

なると 先史時代人の人口増力「か ,みつ く
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博物

'1学

JI発 想 |● ■|

回数が多くなったらしく 第IIa b期 こか|十

て遺物や遺機の発見数を増してⅢ 〈 推長の

刃キ■11片 の製作法 よ-0と 発達 し 十イフ

形●IFは 素:,の 形,人 をそのまま生か して基 .l

や折断 した部分 ■刃漬力ITを 施す。そのiしに

彫器やスクレイパー 敲●等が見られ器菫が

多様円をもち まにめる.●器/111上 は 1衝・ F

に集中 Lた状態をもつ

"1が

あり その組成が

ら■イフ形石器ノ)製 F址 と推定される箇・Tも

ある 数十個から数百個の赤化あるいは黒色

1/7● ll iし た
',∫

原イiを 1箇 所に集中させた砕

群カロ1現 し 代 |[画し石が,退する。■+ま

その後の第I]‐ bに ,ヽ行するが この時期の

環群は使用●の大きさが手大形■ ■1ヒベると

概 して小十′品である点,特 l■kである.

第Ha b期 ,第 rv婦 ,

約l万8千年hiか ら約1万 6千年前までの時凱

と約l万 6T年前から約]'3千 1・ ||ま での時却 .

こ″●,つ 1寺期は●Ltキ |キ イtで最もせ,数が 多

く それない人口が多かったつなろう 両■

EIIを 区

'す
る理山 |ま  年代■の他に■イ テ十′

7i器 の製[法や苫十の石器l■ 成の,皇 い■`ある

からである.+イ ア
'レ

イ「器
=五

● L スクレ

イバー J′ 器 lt ■せ]渋 石i 器■やイi

l′ の口類が

“

めて豊宙 lな る。これらの石暑

詳 よ多くか―,こ の集中に・「 を構成し 石質別

分tl 接合関係 _‐ の分析によ ,て 4集 中
「

所

についての場の機能が,0さ ′|つ つある 0
Fも

'「

常に,1数が多く 全国的にも南関東地

方のこの時却が特徴的 ■1現数が多い.― 莉1

に使用■の大きさは手大形■で 前11,"■ リ

も大きく 小範卜に
=■

した形態か |,■範田

に分散 した形態まで数l■ 口ヽの形態キをう71'
|.1日 る

第11期 1第 HI層 ,

この時』と第rv川 とま年代的にあまり|.差

■`ないらしく 両

`は“

,1,2千年前肯1後 とい

える.こ グ)時却]は 十日石コ im7i刃 |´ を持 l■kと

し ■器や大I′ のスクレイパーカ1+う ■度で

器種グ)種11ま さ|=ど ない.第 Ⅳ判とも■ti彙 す

にもと ,́〈 考|1学調査

るが 口祥 |ま 突然FJ業がと|よ Lく なつ 少致

つ嗅群 まいずれもうヽ範 llに 分散 した形態を早

し 第 I匈 ,,ネ つ|・L石 が再出現する.

第Ⅳ川 ,第 皿層 ,

人彰両面力「 しの尖,1器に特徴をもつ.

鈴木遺跡七我回九土器時代研究 L・・ [まに

ついて述べると 武蔵野台地のI需計変せを

層位学的知見と 各時期の生活面のl■
T llを ,

体百1に

'Eで
きたことう・′,げ

',れ
る.全

「
||

に■土器時代の需年体子は 迪 tlな 資*+の 欠

如によ ,て いまた こ不完全な状況てあるが

本i町はそう1月 題に必ず寄りしイ7る と茫信十

る.なかでも第Ⅸ ド X層発掘の局剖:略 製石斧

は 従来  日石せ
'時

代に磨製技術の否存在説

|'―■||●メ),た だ すに F■ のt説を書き

'え
るようなtr発 見だとぃぇる。また最モの

石暑の型式lT■ を更に発工させた形で 遺跡

■梢 ,世論 分 II論 そして十1彗 1西 動の内容に

|で言■|る ●[究方向に対 し 広範囲に詞益

したイ|● なせ物●布ダ)記録をそうした方¬に

も ,て いくことう'可 能であるになどをあ|十 る

ことう'で きる.

3 博物館学的発想と鈴木遺跡

a 博物憤:学 的発想とは

昭和23年 に公 IIさ 2tた ●1カ

"法
第 2条 ]よ

′llぎ  |1物鱚 と|=

嗜史 芸術 民イ● 産業 自然ヽ学年に

関する資料を1て業 L l■管 し ヽ示 して教

育|1配にの下に-11のや,用 に

'し
 そ√)教

表 調企研究 レク |エーション等 二資|

るために必要な事業を行い らわせてこれ

',の
資十1に 関する訓企研究をすることを日

||と する機関

であると1見定する.

この法律をIF拠 に多くの研究者 二よる 性ll

丼ク,内容||■・Ioに ついて論議がかわされてき

たが 現五 人:1に おいて意見の続―イしがな

されているようである。つ 三
'"ll館

とは

1言成 :は 「もの |「 ひと |「 ところJか ら

'つ
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l_青しによ「資十11員集_「■■保管J「調■

究_「教育活動_か ら成立していると言えよ
|| |

さ ら1■ 力」藍 1亡 よ,tlま

嗜1/J丼 は■lt社 会にきわめて夫きなな育

11■ 命をもつもので 大衆に密着した博助

工 |そ うLた機育ヒ
=盛

,こ んだ博物

"|を設立しなけ″Jま なら
illヽ

.

と言t' 合田 二おいても

この口,物館活動を●Ijの 目的と■,つ 十

ると●義の社会教育′]機 hlを ■つ といい得

よう つまり社会によ1 社会のた●)に

社会11よ ってll■ れた博物館は あくまで

も人げイ+会 に■l■ されな どならないだろう。

と言われるとおり 両氏が博物

"活
動の目||

を教育型思考にあてはめていることは注意 す

べきでおる.

そこで博物

"学
的L恕 とは 基本|||=は II

,

饉の内容||■範にの ,七 った思

`法
を言う.

そしてこれは今後人F・lが 11i権 を維持する |

で ′116にのι,1生 を生かし 不必要性を除

ユ L ,'T・ 項 訳させるもの■なければな■

なt' 七まt^る こと力‐●
=る

と思う

b i令ホせ!"の I―成論

:1本 遺融の学¬i的価値について1ま  完
'tした′)=理解できたと思う.こ こで|」 満●を

措成する itの J「 ひとJ「 ところ_の内容を

●言Jす る ~も つJと ま 形のあるもの 1実 IIl

其型+'と
'′

のないもつ |■象.記録キ
'を指し ~ひ と」は もダ)を収長 製l●する調

査員と情報をうける市民を言い ~と ころJと

いう,ま ,ィ ール |■ び施設にあたる.

~も
の

=

I′ のあるものに は跡 遺物 造性の実物

レブリ■による性11カ・ちろ.約 2万 mの調査

'J ttE・

lか ら出tし た遺物 まし大な量 ‐ は
'

i土
`「

皓|ヽ の●希十13万 ■ 嗅約ll万 ■をか

そえ IL t時 |ヽ は 早期● :,イた期までr71+詰

●:■やィi芹 等の石+も みられ IT■  Ⅲlキ ,時

代の染付陶7Fを はしめ曰市■

'『

イ1貨 ll ll器

等力遣物も数多く発見さイtた .遺性は 先「

惇物館学

"発
想 II“ |■ もとつ く■古学訓査

器 1寺 代のOf'場 石器製F場または動物解体

場らしき

'跡
を示すイ「器詳集中ド所が 100●

所以 1 石蒸し卜!理に

'し
たとおぼしき礫‖

力'「 ||● |・
1以 Lも 出 ILた  こitら ′,こ とが

ら先土P:嘔 |ヽ 人 まイ多動■■ll集 民と言わ′ti

ち'ら もかなつのt住的生活をヽ ,て いたこと

よ想,に かたくあるまい.そ れと よヽ 照的に

紐 t時 イヽになると長竹形1大 の上輩 所調動177

をE■する・・ に使用したらしき落し穴が 2-
3● を 1つのクルーフをな Lて約11グルー′

Fみ つ力 1 野性 さに利用 Lた |,し き集石

■ ,込みのま吉口こ大形石を日じした西

`石

上損等

プ)●情力炒 数ある●|す で l■ ttj Iか イr在 しな

い.よ ,て 颯文時代の鈴木遣助1よ  業格が営

■れたt'生活というよりも■iII集 場 |■ 利

用された地以だ 。た
'。

Lい .江戸時ltに よ工

上十か |,水路を1諄 ,1み  水中小屋遺構が

設||■ 力幕●●1用・・

`イ

F肖 火案 1島 ● llTと なり

月治時代に ま民間に■い下げ
',れ

たらLい .

摯計のi=可′保布法は その■状を保市する

んに ''コ ンで
~■

■ 1を 作成し これに

●音を流して,元する.従来 この種の復′し

によく用いられた方法は 礫‖ と下部の上塊

をそのまま上方体形に切 り1,ウ  パィンター

18(水 溶 ■アルカリ|:脂
'で

丘回させたが

これは東 1古 が・l洛 |■ こあるんにカビが

'埴
し

民ホケース●に設置しても水 tlが たまり観覧

に迪さす またI旦,約 11に ものは
'T●

動

が同llで ,́る ,■ '原 いで今までにあまり実用

化されなか ,た  ところが今回の追形保市は

,IJを ,さ すとも拌Iの状態か・ Eに 鮮口 |■ 復

元でき 軽量なので移動 ■

'¬

|だ し 展示方

法も自由な操作が可能 という特色をもつ
.

また土色 i質 の変化を示す層位も復 tし

た.ポ |ウ ,タ ンを■成分 とした■七割を直

l.土層に■●し 更にオーtで 補強をした

'再ひ接着匈をILし L■から‖lliよ く下位へ向

けてもき取るよう■はつ'し て¨ くと 厚さ 2

-3 mmriの it,定言 L 層tがそノ)ま まの状

態で写し出される。この方法のおかけで現地

千１
●
　

つ
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表面から■|ロ ーム層T.l・ までの深さl13m
にわたる層位や 礼女時代の生活面から

'1ローヱ、層を掘 り込んだ土itの 断面状態を,元
した.

その他石尋製作実験を地 して多種類′)● 需

'こ

本をそろえた。これ ま当時の百器製作がと

んな方法や手1日 によったかを推tL 先に時

代人が文化11伝統の地上を基■にして仕JJ十

た●暑 と比較検ヨするこ とが日的である.そ
の結果 同じ機|ヒ を果た,●出ても ■■人

な
',ば

手
'1か

に合理百1に 処理する■を 完土

器時代人|よ 長時間が|十 て●推な手順を,て 製

lFし たの■はない力ヽ という感想を抱いた.

一方 形のないものには ヽPl図  自順

,真 映画 出版物等をあ|十 ることができる.

これ ま実物資料を記録化する方法である.■
群 イi7卜 炭イヒ物十泉中箇可の口1土 状態や層●

を記録した実

“

1は や また●2]の ,I′ 態を‖ く

実押1国 も必要で )́る .石器は時期ごとこ器恒

や技綱Ⅲ■特徴を名し その形態を構成する措

属|■ の,大 態等を調べて記i子化することは石7=

研究・
‐
・′t・|.的作業の 1つ である.

|)限 は 石需 と業に人号lL 共に出土クリ

′1名  フロ ′卜値 石質 計測値の他 前

者は器種名 後者は表而付着物の状態を言し徴

する

写真は昴上IJ■ ■記

"と

いわれ 35‖ mの ヵ

ラー |′ 一ヽ十 1し  ごモノクロームや 6× 6●‖

版のカラー |′ (― サル 同iノ ′ロー′. 同

オラープリントの 5種類の7ィ ルムを使用して

発lFI訴企状1兄  各種遣構 ‐道llの 出 Ll人況■・

時匈 ll● ことにn・L¬ した遺 l・Iを 撮帯′L 実

神1祠  台帳の不 t分 を7南 うようになるべ 〈多

方面の,真を用意するよう務あてぃる.

これに対 し 1史画 (ま 動百1嗅 1象言」■と,,,こ

とができる.今までに十二開始初却 771嗜 にそ

の調査 |さ t相 介する′)|=調 査に■白でヽF
した8mm tt」 f嗅画 七 その後 嗅呵全刊● テ言tL
てイ

"lヵ
月編をセし「‖ィ「絆|+代 ブ)■ 人たち

とい■
`mm′

,教育ⅢⅢを製Fし た.後
`ま

前

者に1しべて教育 |1酉ビ慮が高 く 鈴木遺跡の発

掘調査を通 して 日石器時代のひとびとはい

,た いとんな生活ぶ りをしていたのか 日常

道具の石器とはいかなるものかなどを一,そ の

人達に興味と.I■ をしたせるように編集され

ている.最 ,工 歴史関係の教育哄両が流行し

ているとよいえ ■+器時代のそれには以前

日宿遺mを 題|`に したもの等のわすかをかぞ

えるしかなく そこにみられる学説も現すは

あま■重円 t■ tiと から この「 日●:]時

|ヽ つ■人た●J ま 今後とも我 Jの 教育I■

■ ■つことを勺外ともに,明 待する.

さらに こうLた調査上の資料 t―指整理 し

てまとめたもの力'出版物である.出 版物 まおく

まても学術

“

■比
=を

らき そ′,要旨は調査の

「

i=調 査方法 1土遺 ll ttllを 図而や,■
によ ,て追跡,体像を11介 することにある.

ちなみに今までにTl行 された出版物を掲ける.

1小+市鈴木遺跡調査会 1,75 鈴木遺助i

2小 1=市 鈴

^追
跡調査会,1976,鈴 木遺И.

都市:画道路第213号 ,内 追跡範囲■

記調査報告書.

3」 平ヽ li■T本遺,1調査会 19F6,,ホ 遺助、

追

“

砲回確記調査報告書 .

4小+「 i,本 造苅調査会,l tl,6● ボ遺助、

流故下水道建設工事にともなう紫急発掘

調査報告書

5カ1藤有■.小口静 た ■日正勝 中津由

T・L子、金口■昭 +賀 大 編 ]IFI、 鈴

木遺跡 と日石暑時代―掘 1出 さ′tた 洪●

世のこttヽ ,,一
.

1小■市鈴木造助詞ヽ全.1,76,おホ遺 Flヽ
,

流域T・l道建設工 ,に ともなう緊急発I「
‐

調査キトと ,そ の 21.

7小 |=市 f7本 ittIII調 査会,1,F8i令 本遺助 I.

者
`市

計画道略小T213号 ,内 .

以上 F llの他に 今後 l,と いが慨報 であ_
たのを本報

=と
して 1冊に■とめ 現御 I続

中の発掘区う報告にⅢ /1概熙分を,め た本報

告 2‖の13冊 を刊行する予定ている.
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「ひとJ

鈴木遺助の調査を構まする人員 よ 針木遺

跡調査会に属 じ事務■び調査実務に直l.梅 わ

るilt lり立場′と遺跡 ,こ 学者等のごとき情報

をうける常体|,■場者に大別することができる。

tl元 教育委員会 ま 地域内で埋蔵文化財の

■,さ れることを知ったならぎ 考随 ●県の

各教育委員会へその
=を

伝え 指導を得て工

事施行主と事前協議を行い■ 1人保存かや0を

えないと+1断 されたら学証

「

域者に要請 Lて

遣訃調杢会を肛tす ることが行政調査の一殺

"手
順てある.鈴木遺跡はその所●地が小T

「 ■ホnTI T tt l_内 に thる ことから 「鈴木遺

助調査会Jと し 調査会 ,よ 1,文 化貫オ専門委員

ブ)力「藤有大 1現国■院大學教豪 ,を 目1長 とす

る調査団を発足させたが こグ)調 杢会や訓杢

回の設立itや 人員措成|ま ,国 各地の他

'」

の

場合とさ|ま ど変わるまい
.

小平市
'1本

造●1調査会は 会長以下副会長

■事 監事 事務局長 ,■ 員によって違言

され 市 部のイlr ttl.‐ 置か,取ににつき

計上団 ま顧間 団長 調査員からグ)学 識l‐ F・

者が■務をと
' 

名古学ち1攻学生守 ■補Lし

てしらいなから調査を進イ十している.

lれ ■ヽ し 遺跡を見学に来る人達に1ま

遺 llを iH介 したマスコミ報道
=力

'き っ力ヽ 十て

市内やI¬
`か

ら家■´

'れ
や 律 の

'llみ

′

“

芦題

たとはい ,て 父■が同1+し たり 考古学■ 1,

家寺が しば Lげ訪れる.遺跡の1人況を日頃■

物館や書需でしか見たことがないその多くの

ひと
'と

は 訓企員の説明で教養 を1'得する

が それにも増 してヽきをもって

'と

た何万年

前もの人間生活跡か補られている情景の印象

ま何よりの教育とがあろう

小平市 ま昔から逃 |ナ・lrの ■と異名をとって

いた●と〈■,',人 が,ま ないIL洪 たる荒地

なったと言われる.従来この地
=ネ

,め て人が

,[み ついたのは町I賢 2年 116561に 」ヽ 11の
十11

開発が■証だとされてきたが 鈴木遺跡の発

,1,そ ダ)上‖t年代をいっき = 約 3万年11の

・I土器時代までもさか′ヽ まらせてしまった.

当然この事業は市●の教育関係者の関心を,

〈
=と

にな1 小中学校のみ員見学や小学生

の課外学者とLて 下」Hさ 力ることが Lば しば

ある.″)る 市内小学校の検歌には歌詞に大吉

の先11の 存在がおりこまれた1'|も あるほどであ

る.筆者の少年時代には 発掘調査十数が■

在よりも少 ( ■蔵文化Лオ●遺跡 という丼台

でしかに,れ る|い力■まとんどできな・u,た .

だからこそ生iLで最 も感

'性
が,か で 発想

力に■む小学tの 頃に埋蔵文化財にヽする●

験学習を積み重ねておけば 将来に Ⅲけて徐

々にでも理解や認識を深めることができよう

鈴木遺跡■'学冽j上位´て貴重な資川tlう
ることは

'々
,■べてきたとおりである。その

ためオヽ学や関連諸■学研究者の来f・Iも 多数

にア)|■

' 
増々多大な成果を得るように内外

共に■動をうけている."」 えば より,直確な

発昴法の●・言1 出i遺物 遺鷹の意サL交掟

調査上にi,こ ,た 新たな問題の解押t等につい

てである.と が く研究者は自己の分

'′

を堅持

し互いの意見交流をおこた 0がちになるのう
'

通念のようだが 各j也 で調査の也当又その関

係者が 互いの調査をIt助 することま今後
"[

究成果を高 ■化するのに必要欠くべからぎる

条件だと言える.

今日の我回大学教育 L イ古学に円するカ

キェラム ま欧米諸国●

"1に

比べて llる イ(「 分

な内容 しうない 大学‖|の教育制度の間tは

別にしても 蛉木遺跡では その調査を舌ヽ用し

考占学卓玖生す大学業育で まあまり教わ |,な

い美■面を重視 した学習の場 t議けるようこ

している 者「内の大学生はかりでなく 夏川

には長ll沐 暇を,1● し 山十′大学 東北大学

京都大学等の地方大学や 今 夏 ■まイキリス

のケンフ |′ ジ大学う学■までも力'本世・Iの

調上に興1味 をもってや ,́て きたことがある.

-11に  遺肛調査は年体百,立場者がな くと

も主体|1立場者だ ナで可能である.他者力介

人をいっさい受けす 調査者のll自 の考えで
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調査 L結果をだした,1も 他遺跡には多ぃ。し
かし 遺ll調 査の日||は  ,蔵 文化|オ .・ 記録

保存もさることながら 機会を,がしたら■●

体験のできない美地を教育的A・LEの Fに 公開
|る ことも一義ではないだろうか。文化lJは

研究者のエゴて左右に処理されるべ きではな

く  投大衆 こ環元してこそ初めて価値が認

めら′1る .

ところ J

遺助1最掘詞壺の場にあた ,現在までの発

掘両IFが約20000m.に ■び その範円から4
口の道侍 遺物を発■■,実測した.先tの
ごとく見学者の案内や体験学習 L ttlL画 で

の教育性が高い
.

またこイtに 付 FF・ Lた施設がある.綺 FJO m'

の建設面積を有するプレ′ヽプ建築物の内割,ま

事務事 会議菫 調査員室 整理作当
= |ズ

蔵庫に大きく間仕切 リカ'な されている.,務
■惜市,事務局を担当 Lて いる関係■ 1,役
所の 11・

IE機
関にな ってl.,I事原国者との折

街 予算案■成 予算収支等の調査における

事方

“

,仕事の場 となる 会議室 ま調査員相互

のし■を疎通させるべ く 調査進行L程の状

況や |・l題点の解決等を話し合う嗣企員 ..・議ゃ

研究合■ひ事務局と工事原四者 との lF衝 年に

'1月

される.調査員室とは調査員の言所に相

当し 証仝予定のヽ.1 調査に関係した情報

の意見交換がなされる。また整理生では 直

ちに出土造物が道び込ま″t 水洸ll業  苓録

番ぢの記載 台帳作成 図面 トレース 遺物

実11劇 ′)作成 遺171接 合作業等つ基礎F業が

全てなされる.そ うして得 |,れ た||1報 資■|=

用意した図雨庫に■理され 4・ 告書の準備に

l■する。遺物はその後 l■ 蔵●に収納される.

以上述べてきた鈴 木遺跡調査 を持成する

「もの_「 ひとJ~と ころ
=の 4●容がらその lt

暗を理7し ていただいたと思 う.直物館悧 |

発想のオ古学百1証査の特 ilの 1つに 教育的

年ir■ネが介在する.レ ブリカ挫型や記録
峡画は 通常/1考古学祠上には要求されない

不必要な「ものJだが 人 r~・
‐
千1用 を考慮し

歴史教材の一環だと,こ依せ ぎ入用である.‐ひ

とJに おいても当初の調査目IJを 果たすには

主体|1立場者の存在だけて事足,る が 子間

の.Z要 許が大来のIF‐ 元にあるとすれば 客体

的立場者のFiを無視することはできない。

従来の学11調 査はなにも考古学だけに限らす

現地におもむいた調査者は地元人との間に一切

の教育|1接可もなく彼らをただの時報提,イ
だと見債 Lつ 'ち であった.し かし晴物館学1,

発想にもとすく調査ならば 彼らを情報提供

者と扱う以前に なぜこうした情||・ が必要で

それを‖いたOJ々 学はい ったぃ実生活とどん

な関係をもつか という疑間に答えなけれ ま

な
',な

い.テ F.5は 決してl■ ′じ者の趣味物てお

つて
'ま

ならす 人間■i舌の将来的展望を導 (

指標でなけ″Jぎならない。したが って研究者
はtえ ず字間と大衆の間lFlを 機会あるごとに
す里める■力が必要でレ,ろ う.

・  ・.木遺助ヽの機能論

これは活・ lllk況 とも換言でき 1資l収集_

幣 ■保管J「調査 研究J「 教育活・ ll.の 各

内t.t● すヽ.こ れら,ま 相互に機能し合い 循

環機構をllた なけィJぎ ならない
~資

十I17葉 J

その方法は主に発掘による.発 llIに あたっ

てはキ|イ精T■kな 記録法を採用し 資本1,詰 属

畦を最大限に摘出可育となることを念頭にお〈_
~■

理保竹J

‐
・

‐
料の収蔵庫は空間を広 くとることす第 1

条件である.出 上遺物の増大につれて収蔵庫

が

'院
になり遺lllを 野ざらし■することがあ

って よならない.遺物には所詢恒品 劣品を

問わす全|い ●適切な保存に処 Lて こそ保管本

来の日百1ま達成されるのである こ″Jこ ま遺物

を石器類と嗅に分類じ IT究者の要求にLRち に

利処できるように 発‖年度 調査グリァドや 査

億番号を明記したブレー トを各整理箱に明記

してある.“ 古学資fl収 晟には 十オ質に,|し
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博物,F■ |1発 想 ||:■ |こ

た条件を
=意

しな|十 ldよ ならない.本遺跡の

資ホ|は 石製「い,主体なので 二景と建設物/1面|

スに注意を
'、

ったが 他に土器や木製J, 金

属製品を出「 する遺助の場合に 1ま  温度 湿

宦 採・ F_ 空調 "等 グ)問 題にも1分検討 L

遺物保管の場が破壊の場に陥らぬよう注tし

な|す ればならない

「調査 研究 _

資本1の価値観には拒対価値 と01造 価値の 2

種類があよ.:今 木遺跡の出■遺物はい|・ れも

骨t百1 美術|,な え栄えのする
『

1物はただの

1■ もなく 素人ならばになる石 |■ Lか +1'I

できない 'も の |よか

'で
ある.し かしそれ

は確実に人間の生活道具である由 歴史的意

義が内包しているものにはかならない.今 日

美術館 |よ もとより博物館 までも拒ナリ価値をシ

ンボライズしている例が少なくない状況にと

って 売上器 1キ 代造物の調査 研究 ま創造価

値をつ く0上 するた

'の
機会といえる そのん

に よあらゆる方面の関連諸科学も,■する必

要にかられる.

そこて もなみに一昨年度の研究テーマを
|11,

報告書から抜粋する.

o鈴木遺跡Ⅳ層I Ji● 2=.Tに ついての一考察

(I_村 円子 )

O鈴木遺跡Ⅵ層出土石器群についての一考察

1泄笠 昭

'O針本遺ll:卜 層出土石需群についての ―考察

(戸 日正勝,松井政信

'○鈴木遺跡Ⅵ層出土●2}の 顕微鏡観察 1実川

1疇-1
0鈴木造町の砕群の研究

1金 山喜昭 書日優司 小田静夫 赤沢 政 ,

Of今ボ遺跡出Jlの摯群及び石器の岩石学的研究

(橋本た男 斎藤■二  千葉 とき
')0■粉分析 1徳 永重元 |

0粘土工物分 fF I力 !藤好武

'0-スエlllttlr rlll帳 好武 )

0イ モ石分析 |力「藤 ll武 |

○鈴木道,Ⅲ の腐柿の HC年
代神lt(山 田 裕

'

もとづ く
=古

学訓仝

更に今回刊行を予定 している報告書中には

`古
学|1考察の他に自然11学方面では 自然

環埼複元に

'す
るたら本炭片のll種同定や

年代世1定 や原産地推定に黒曜●によるフィン

ョントラ .ク  ハイドレーションます追力,さ

れることになっている.

この調査 研 t・ は追跡調査の要 とも言える

分fFに 属し 今回大概の遺跡調査 最 掘の経

過報告に終I.し がちな ll向 に対 し 本遺跡調

査で まできる限りその国習を是正 し調査報告

とIT■ 報告を両●させるべ く

'力
している .

資 l.IH介 ま詳細 t極め|い1■者が研究幸にキを

検討できるように配肯したつも0である.

~教
育i占 動J

これについては多少・
‐
E■■したので■言しない

力'た だ七跡展覧会についてと
'あ

十てみる

1召オ151年 11月 24-27日 の 1日 間にわた , Jヽ

+市福制会館市民ホールにて 主催小平市文

化 れ会 小,市議市委員会 '■ 小 1'郷土研

究会 小千市蛉J(造跡調査会 ●力,0本 遺跡

調査回のもと|こ 「鈴木遺跡と講演のつとい J

と題する展覧会を開催 した.発掘調査開始か

らそれまでの出土遺物や調査 研究成果を中

心に先土器時代の文イヒ史像をなるべ (平場に

説明するたら 写真 図表 絵画 模型 11

製動物十を用いた企画展示を実施 した。同時

に映 ,会 1多弯の古代遺跡 ‐「石の文化J「′令

水遺勁 |の三卜を上峡した 0 議演会に麺口

青ヽ之氏「東京のF史 と文化 i 加蝶有次氏'小

T市鈴木遺跡の概要=,芹沢長介氏 ~日 本の

日石器時ltJが催されたこともあり tl間 中

に訪れた■ ● 近‖
`力

■,の 入場者数
'ま

約 2,

名にも■ひ盛況をはくLた .1,民 の中からは

「小平にこんな大昔の遺跡があるとはヽらな

かったJ「 なんとか史跡に保存することはて

きないものかJ「うちの近 くの場所にもこん

な遺 l・rが ぁるので まないかJと いう感想を得

ることができた.あ るいは「どんな方法で造

助モ 発見するのかJ「 π器には多様な使われ

方の IIる ことを

'Iい

てヽった | ~当 時の人間
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はどんな生活を
=ん

でいたのかJ十  =古学

の学問首,な理解 ■興味をもつにいた ったli民

も多くiヽ た ともかくli民 にと ,て ,(竜 会(ま

L史 を日常J活のなかに導入し 合わせて小

Tの
'|「

を,l■ |る 精神をもつ動機
‐,す にな

,た といえよう.

■覧会を開催するにも 遺助調査の間隔を

・・ い 予算も少ない状況
=■

吉 して挙行 した

のだう' 思え ぎ市民に,想外の長響があ ,た

こと ,政 当ロロ1に も多少とも理歳 tiロオ,
t装や価値を理,し てもらうこと力.で きた二

七は主体|IⅢ 場者の行為,|+価 されたi.・ 果t
ろう力.

4 行政調査に対する警告

今 ロ イ古学調卜に1ま  大号lLて 学術|1自

JIの たらの調企 と 開発にともなう土木T,
グ)事 11′,調査の 2■ t力 'あ る。過■における

両■の件数を1し崚すると
~昭

和31年度に学術

訓22711に ヽ しJ,ボエ事に|+う 調査力¬18件

■ 211で あったのに対 し 40年度 ま1,2+,

432■ で 1:225七 |し● している. これは

単に件数の増|」 だ iて なく発掘il~の 壮大を

伴‐,て し'る 。 そして‖召和50年 には実に学術

調■
'||■

にヽし 行I.●謳

^,26,S llで
|li

l i 39の lL革 まで格差がひろがった.

そう背景 |よ  者F市イヒの進行に伴う公共事業

として ,t上 下水i重 清掃
「

場 道fri公 ,
学,等や ll方 での回場整備等を|.・ げるまでも

なく 尺同でも,t建築 ナ道付設等を含め

公■ 民間をF.3わ す実施される盛んな開発●

為があるからである.行政調査は その多く

の道

“

力`予算や,“ 闘 また人十オ||な 制イ|に よ

る不完全を調全体市11で実施さ′tる た0 学

¬i調■ と(ま 質
`|な

tい をろ し 記録17イ とい

う人義名分を]ざ 合 ,ヽ に出し Lは しよⅢ■
行為に近い |′ 態をとる夕|さ え見られる。1召「」

50年 の行政発ll■ l‐ 数がテすごとく 膨大な遺

跡よにの1ま る理由は 調■の学 lj畦 よりも調

●件数 つまり「質よ,iJを 優先したか ,,

IⅢ物館学適1発想11'コ ■もと́ずく考古す調■

で 学問とLで の考■学のスを汚す由由しき

問題 と言える。学問とは その成果を社会に

●益 環′しする責命があるのに あたかも行

政ltの 手tで
",る

かのような手■行為をなす

のは学問の意義を まきちがえた真に本来伝■1

の現象だろう.=こ で ひとつ
=古

学の学的

l~置 を名誉:た 回し 一古「,1し分野研究渚から~`古
■は十間と

=言
えない という悪口を

是正することまできまいか。 もしもこうした

現状す今後も進行するならま [史的伝統遺

・
‐たる埋蔵文化財は,=い 将来必すや灰塵に等

しい■態にならう [■ ■仁道者たる現代入

の立場 として 後世に文化の実llを 引き継 〈

義市から また現在我々が■ ,する社会■
't

由ス■■を開発事業による

"壇
からする●

=

も 型蔵文化Л

`の

保護にヽ|る i車 切な処置・J

必要である.

そ こで 第 1の 原則は遺跡の現状保存で ,́

る しかし行政 社会 産業等諸般の事lt=
よ,て  そ,tが どうしても不 1∫ 能な際は 充

うな
=前"蓋

をヽた″ 調苔さ′tな けれ まな

らない

詞

`の
■ 4t条件は ます第 1に  調査する

学 Fj適1根拠を1l L そ″t二 月する手段である

人オ1 賀● III間 を充実 し 報告■ダ)TI行 と

出上資料の保管場所の1生 言

`を

することである.

この条件にそ (わ●調査はせ跡のIFl■ 行為,
何物でもなく 現在これに当該する多数の行

政調査 ま
'レ

1li認 識を改め 迫切な訓企体制

に改善すべきで・i・ る.

11■  ■H.卿 liよ 角ヨ|,t石 ,Fが li立 に,ま ,|ろ 力
'

第11,llに
=か ',,て

■
"十

が出り見■る

■21 1]■ち■ 1,「 ',""十年論J雄山||■ ■

註
=| =IJヽ 11 1,7,r、物館+1東京■出収

111, J「 ■業ヽ委質奎 1,6テ
'胡

|■ こだ|ヽ ら:

註F1 1ヽ +liFIホ遺町調査奎 lり s'iヽ 本せ助Iせ

計|| ■+1青 ● 1,16「理蔵t化川の充拙と,存

イ古■シ|― 十,, 1

■71 日本イ古学ll合 ,l,7F '日 本考11学年報25
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惇物館学|1発想 |● I・ |に もと● (考 古学調査

(1,F6年 版た

イ十言己

鈴木遺跡の調査は 行 tt調査の性格上 か

,え るF・1題 ■も決して少くない。しかし■い当

ネ「から関係4機関の動Iのお力●デをもち 調査

の基本百1条件をほほiたすことができ 加えて

教育的観点からもアプローチの眼を向|す るこ

とができた。本稿は 決して鈴木遺跡の調査

を正当化すべ く述べたので,ま なく それはい

くつかの支障を伴いながらも 今後考古学調

査の将来的―展望をとりおけたにすぎない。

また 本■を普くにあたって鈴木造跡調企

回団長の加藤有次教授をましめ調査員■びそ

の他の関係諦氏からは 資tlの 提供及び』

"言をいただいたことをここに,よ謝し本稿の結び

としたい
.

(1' 1,70年 12月 15日 受付

(2, 本学文学部助手

写真1鈴木遺跡の調査風景 ●真2.収戯市

写真3,映画 日7i2]● Iヽの

`守

人たちJ撮影風景

写真5.慄群の造 I′保存

写真4,遺跡説明会

写真6,展覧会「鈴木遺跡 と講演のつといJ
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11,

1='

憲

YanO

5 物産学者のコレクション

6 屹年の口中り男男爵

7   おわ , に

矢 野
Ken'ichi

1  はじめに

伊勢の神■では公益事業の一つ として神官

II古 館と農業館を経営している.

神宮徴古館は神宮の山締並びに日本文化の

変暦 を徴す る資料 を、農業館は農業、水産

体産等に関する資料を陳,1保存して一般の観

覧にlLす るほか産業の振興発展に資する施設

を行い 文化の向上 を図るを目的としている。

両館は伊勢市台口山の23.100坪 (76345a)
の敷地内に道をlFlて た隣にあり 人文 と自然

科学系 と性格を異にしているが 正式には神

官徴古館農業館とよび一体である。いずれも

明治中期の合1立で わが日の博物館 としては

早い時期に開設されたから 近イ鴨 物館創業

史のうえからも興味が,か い.

ここでは特に農業館の創立と それに関係

した日中芳男の業績をみてみようと思 う.

写真2(右 ,It在の神官農業
"

「u中 芳 男 と 神 宮 農 業 館
History of・ The lse Jingu Agricultural Museum"

1  はじめに

2 農業館ができるまで

3 日中芳男の仕事

4 農業競の方針

・ lhe ls, Ji lg, AHrit ll● ,al 下Iu、 ●。m   i、  1(cated  `1 ls, c ilv ,■ ie l'reiectuie i`、  ヽ●、1-

e rn ,apan  lt、  cxhi卜 it、  en,phasize agric● ltu●ュl, 。11rine and ioio,t,) |● ●do●ls  Aェ  ,lle tinlo it

was iounded by Y● 、hi● Tan,kュ  1●arly 100 yea● s ●g。  ,ho idl● oi a n,l stt● ●, Wを 1ヽ  ,ヽ  , Pla(●

[。  Pr。
'■'te the deve]oPmeilt of indost,y, in t。

ltrasi to the mode,, c。 ●
`●

pi of a ,,oseuでm ●、 ●

ineans ol plも lic edttcnti。′  Yo、 hi●  Tallak,'s interest i`, ●、ιal]ishing ille moseuo, 、十●m。 1● u

f,olo his P。、:tion in th●  gove ril● 1●〕11  cヽverihl● s、 . he proved t●  ちe a highlド  ,kill● d a ld itlllo―

vative cu,a to,, a fac` `h● t is rl●dily appaie,,l i`)tl●  、,,v h●  ●],ssified andを 1● ●lvzeて 1 1h●  ina―

lcri● ls in tlle collecモ :on a`la set up .1・  lisplals Tlle present e、 、,v li、
`us、

,s illt iolnding

of the m。 、eo m ●nd t卜 | ●ctivities ●l B,● o■ Ta,,● k,

写真 l i月 治24年 の農業館 (外宮前

'
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口中芳男と神■晨業,

2農業館ができるまで

神宮徴占館農業館は 財団法人「神苑会 J

により設立されて神省に訳納されたものであ

り ます神′じ会の沿草を略記する。

中世以降 神宮の官城に民家が接i丘 し聖故

をすがし 火災の恐″tのあるのを慨歎し宮域
|,「 :|

の歯清を復 しようと大|1小二郎が首1昌 し同志

とIII謀 り 明治19年 6月 この会を創立し の

ち事業を拡充進展 させ有栖川宮最仁親 I段下

を総表に,1ぎ 国家ll大現模な運動のもとに

内宮外宮の神tを 開設し尊厳を維持させると

ともに 台田 の土地を買収 L農業館 と微占

"を
建設 して

PlJI年献納することによう日

JIを はた L解散 した.

この会が早 くから博物館建設を企画 Lて い

たことは 明治20年の事業報告にネられ 第

1事業が両官神苑の開設 第 2予定享業に

「史掛 ●館の建設をうたっている。

歴史博物1官 の規模は,人で調査に日時を要

するから今から準備をしておこうと 明治ョ)

年秋 帝回時物館勤絆 ,福地復―に取調をll

嘱 した。

明治21年春に出された合口山計画見積順序

乙編には [史 ″ll"フ 設 クル● 古俗国

書需館 油画廊 動物園フ設クル事などのほ

か歴史厚物館 lll属 農工博物鮨 ア設クル事 と見

え「現時農工
「

二必要ナル器具′ヽ 内外フ論

tズ 種類区域フ設ケテ綱羅詢 1ス ル ノ区 ト

シ ー

"'観

者フンテ■来二応用発明スルFrア

ラン
4ィ

トスJと ある.こ の計画にもとつ き

人岩芳逸を東京に派i豊 し福ILと 共に調査に II

事させた

明治21年 2月 の神苑計画案には l.F■■物

"陳●l要 日のFl 第3■第1区に「農業

`農

作

ヽ樹 漁猟 I・ 畜 養ユ類,Jと みえ他に植物

回 動物園 影憎
"等

も附属館に計画してい

た.

か くして農業館は歴史総合博物館の中に,
めて企画されていたが 第 1人・●院が起 り日

清戦争をひかえ寄附金が思うにまかせす財政

写真3 口 中 力 男

困難となりやむなく規模を11小tぎるを得な

くなった.

明治23年 7月 徴占館の一吉Fと Lて勧農館建

設の議が出たが未だ機 ま熟さなかった.

この年11月  神苑会会頭吉キ友実伯日のlt

選により貴 |ヽ 院議員ft四位勲二十日中方男に

意見を徴し 農業丼設立とその経営を依言毛し

キ1‐

「

こに日中芳男が '蓋迪任■人ヲ

"ル
者

ナ リ」として登場 して くるのである.

3田 中芳男の仕事

国中芳男はわがltlの 博物,「事業の生みの親

の 1人であるが 伝記らしいものがでていな

い.大工 2年 5']に 人 日本山林会がキ催 L

大 日本農会 人日本水産 ..・ がI・lj賛 して76オ の

・L念展覧会を|こ したとき 大日本山lt会編集
~11中

芳男君七六展覧会記念誌Jなるもの力て

てお り その中に「田中サ男君の経歴談Jと

題する自伝の議演が記録されている.

これ
,1=番

くわしく いろいろな書に,録
さオして ,ヽ る.

このほか大工 3年 に日中+男 の規族及鶉友

に・dち 功置を後■にせさんと月、泉三男松が編

纂 Lた 「日中芳男氏功績書J力 'あ る.神宮農

業館には未整理の手記等所有するので これ

らをあわせいすれくわしい年語をl■成したい
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と思うか 今回はIll績 の一端をかいまみると

○入保 ,年 8月 9日 長野県下

'調 '郡

鼓出Itrに

■まれる.父は医者.       ..
○安政 4年 20オ のi 尾張滞医伊 l・ 土介の円

に入る.

○丈久 2年 5月 幕府の書書訓所に出役 |る .

文久 2年 -3年 チュー リ′ブなど抽来の石|

物う0余種を栽培 L温室をはじめて建設する。

○丈久 3年  需方″|に より
'tRIF E・

‐
業草同

の管理 と栽培を委嘱される。同年 小家原に

てヽを解剖 化学 も学び元素の名を知る.

○慶応元年 はじめて白菜をlt培 し 亜嗽か

',織
布をとる.11+lLI物 に菊■のスをつける.

増柿英和対訳辞書の物名語草を編成.

O慶 |12年  リンコの■本を治1始する。仏国

のI回博に出品する昆虫採集をする.

○嘔応 3牛 2月  パ リの万惇に幕 ,よ り出張

を・|ゼ ら′tる .帰 EInの経 ホロホロ亀 サボ

テンなど多数の珍品を携べて開成所で長覧会

を開 (.

〇 治ヽ t年 開成所御用●下とな 0大 l「.の 合密

局を建言1す る.万博にて取停 Lた ユ術で今鯛

をユ1製 .こ れが 日本で魚を争」製にした唱矢で

ある

J●省より米国の動物図言に訳名をつける

嘱itを うける.

O II.:台 3年 3'1大学出■ となり 物産局新築

の設計をする.

0"た 4年 5月  九■坂上にいて物産会なる

名称で博覧会を開さ天覧を

'|ぐ

.こ れは日本

の,覧会の起源てある.殖産興業の発展を計

るには博覧会が必要 と昔唱したので 叫竜会

・・ 省1始者といわれる.

O同年 8月  場島聖生に時物館を設 する.博
物‖という名をつ すたの1ま 出中芳男といわltる .

○明,む 6年  ウィーン万国博に一級事務官と

して出張 出品ll■ の克業 荷造の■務まで従

事する。このとき彼地の博物

" 
美術館 各

l・ 工場を祝察し技 IIを 伝習し新知訳を輸入す

る.石青型の技術もこのとき会得する.

O明治 F年  内山下町の■物館でウィーン|,

よう持ち

'1,た
るものの展覧会をFT5〈 .の ち

「凛日博覧会参同記要Jを 編● .

0明治 8年 上野公同に動物園とll物館設立

の準備を,当 する.

0明治 9年  フィラデルフィア独立百年ttlに

出張 彼tLで も人いに知見を得 帰日夜 茫

"人
■孵

'1の

開源をなす。人造石 (コ ンクリ

ー ト,に て白邸のま関と丼戸,Iを 試験||に 築

造 し のち25年 自邸 をこれにて建築する コ

ンクリー ト建築の倉1始なつ.上野公国で

明治 9年 11月  羽復産の土浮青 {ア スファル

ト,の■■を試みる。

○1月 治10年 第 1国内国莉業け覧会を まLめ

明,台36年 の大阪第5国 内博まで,回審査.l長

事務官 評議員などで参 ,す る.陳●l航 の建

設から出品物の説り書の文章 製品には原料

を添えて製造順序を示す指導なとl」微の点ま

で用意周到なのは驚 くべきものう'あ ったとい

O明 治16年 第 1回水ι博覧会 30年 第 2回

水産 ll覧会の開設に尽力し 審鮒 F.長 などす

る。

O明 治18年 東京学「
会院

`の

ち帝回学十院

と改まる1会 員とな 0 学術講演37回 をなす。

大 日本農会を倉1● し 大 日本水産会 大 日

本山林会に関与 L コルクの栽培 尾長鶴を

世に力 らせ 大 日本農書 水産名集  日本物

勇彙柔F営 il:[「ち]橿属II[TlT
驚〈べき活躍をした

この活動よりを見るとヽ 力ti品 の人をしい

うかべるが 奥―著「口中力男のサポテンII

■Jク)中 に「父芳男を語るJと いう田中i―
の手紙の転載がお, そ″tに は「務カー点張

りで体は小さく
'■

ていました。共に入浴じ

て父の脚は細 〈 ●頭ばかり大きく云々Jと

ある 明治人の気帆が仕事をしたのた.

田中芳男と神宮農
=,「
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4農業館の方針

神t会会,■ +lHが出中芳男に晨業

"建
置

の一切を■嘔 Lた の ま 文部省に出仕 Llr I

久成とともに■1か官キ業の台1■に■かおり

内回勧茉 専の各上部長や農にあ省御用掛兼勤

良I端纂fFI長 及び博ll局 長をつとめた多くの

」力積によ ,て で
',,た明治23年 12月 3日  神 ,せ 会は外官前に農業

館建設を,た議 し開設旨迪を発表 した

農業館開設ア要 スル

"述
1全 t,

「徴占,F門 置 ノロ||ハ 本会規員1第 2条 二掲

戦スル■ニンテ 早晩着手フ要ス■モ ′+,|
[ ■

'I_●
ル大二,テ 範囲モ亦■ケレバ

ー朝ニンテ完成 ,期 スベキニアラズ。コ1本すF

ノ■lフ 立ル 農フ以F本 1シ  而ンテ農事 ノ

本|「 二いル 実二阜祉大神 ノ恩前二llル モ ノ

ナ■′ヽ

「

然 トンテ史伝二徴スベキ戸

'十

1.我
国民 神官ア以テ農事 ノ祖 |十

「
,ン  農T~′

子■必ズ ′ビ‖|:ェ ■スルア:明 シ π嬌授

時′事
`ら

ズ神古二需ッ●如キ |ス ノ習l● 詢
工以アル哉.■ ,I‐ フェ 本会微古

"中
 先

第一言二晨業館 ア設置シ 普 クれ 杓新古■般

ノ農業具 ,寛集陳列ン ,ラ 標本■農幸普 7

収減ンテ農半家 ノ観覧二資ン 尚種首交換所

フ置キ凹方ヨリえ合スル参官者二 多少 ノ種

斎 ,携末交換ンテど,ノ i重 フ読センコヽフ奨

励シ.又漸フ以テ海外諸国ノ農業具及農業|:

フ購入瞳 ,1シ 以テ参考二μtン ニ′ヽ 日下

本調1/農●・二Ⅲテ●益アウフ|レモノ 決ンテ

少小十ラすルベシ.是営「チ百 H―見二若力+
ルノ勝不1,1又 得ンテ :其実_‐ 二便益 ア与ヘ

益 神徳 フ無窮二尊崇センコ |フ 社 スルノ旨

越十 り.J

当初の計画は農業の歴史を■としたもので

あ ったが 日中芳男は自イのFIT,こ をのべ そ

の設備疵成等すべて自己/1理 想を実現すべき

条イ1.で もって 勧革館の性格を強 く主張し翌

24年 1月 伊勢に出向した.

ただちこ口中建設委員長は建設地を踏査

外宮前 1豊 1町 ,に 選定 し 当ネ,考 えら,tて

いた農lt館の名を農業

“

とし ・lま も合せる

こと■決定 した.建設 ま急速に進■られ
`||21日 工事落● 5月 1日 か IF日 まで大 日本

農合i催の農

"物
品計会を開き ,8日 開館

式をイ,っ た.

|■

'1品

|.ま だt備 しないので用館に●t立 ち

品評会をし 出品オカヽら,贈 をう|す ようとtヽ

うアイデァも日中オ男
=ち

った.

円舒式に よ口中芳男が神力会車,■として総

裁 .l● 初1:の 御名:ヽ で「農 t―
II・ プ設クル^E

産

1'「こ全昇脅[]1111i「
旨を下した。

■の敷地 よ2 125T ttI1103■ 1の 木t瓦車

1:家菫.長示資ボ

“
=前

年ダ)第 3回 内日勧業

"で購入した農具
'1■

●
=し

ら寄贈の,計■は

|:250●  そ′tに 品評会||IFIの 寄鮨農注物な

げlrが上であ ,た  ●は農業のユj性会を用い

ている_

ましらい史陣1カ IFの一部 として企画したと

き ま 古|ヽ農具ょり

`時
代の農業の活■を示

す意図でお 1 正倉院,,物 の使型グ)子 日のが,

や二iな どllっ ているが 時代 ま新国家建設

のための富□強I・  殖岸

"業
政策の推進機関

としての勧業惇物館 t■
^て

ぃるし田中芳晃

′理 合も国家産業の振興が第一で 「 国産 ノ

豊饒ア企図シ   学理 卜実際 トフ‖た ..
[暁シ場キヲ旨 トン人智フ倅柿セン トスル

と述べている。

以来 田中ナ,ま今1青 神を農業 ,「に●注 L

ている 幼なくして親か
',「

人たる者は世の

中に■″t‖ たからに 1ま 自分lF応 なll事 をして

世用を綺さな すれ まならぬと教えら″した_111

[談 ,と いうが「
=志

をi圭 するtt機 会なるを

もってえ長整備に全力を,ぎ  It図 を製 し

農輩各■の業務にllて は絵図 二よりて実相を

示し何人も一覧了ll‐ することを,る の●にl・

し或は統言図表 t ll lて 生産の1卜衰を一日

“ネたらLめ  =1冒 t物・・li長 を為すや11る Fr=

投索 探査  l.tを 治い片
=克

む■の吉ら ■

精 想像の外 こあり珠に陳11方 は,い て11,

田中+男 と神宮農業館
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|,|■ して一見了岬し■つ|し用を知 つ易からし

む ,1ヽ ぎ製造 ,冒 ,の如
=其

原料 製,F,ょ り容]}

に至るまで秩序よく■,1し  また,1品 附|しの

|ロ ニ′|ス を

“

し
=副

を施 し且―々解説を添へ

しt'11き 是なりJlu中 芳男氏功積普,と  ま

とんど 1年 一月の

'口

〈陳,時務に励llし た.

この蒐長資十1を 分類編集 した 唯 業館,1品

日録J力 月`治33年 3月 神″|:|｀ ら出ている

総品1● 1「 余■を24類 にわけ781■ の人mr
で,日 中芳男苦′しの編集である.

口中方男は神克会■事と農業館Jl■ を委嘱

されていたが 明治36年 1月  神苑会 ま財日

法人とな, 同会埋

'と
同丼監督を嘱言tさ ′l

た。

微古館建設と農業館の,日 山へ移転 ま早 く

つ
',考

慮されていた
' 

日情戦争以後民間金

11は 緊迪し,金の実が上がらす と,あ えず

農業鮨のみ明治37年 ■転と増築う'決議され

38年 倉日山に″
「

L 口中理■の生贅で陳Ⅲi

]嗜 手 同年 7ち 30日 開館式を■行した.■
4の建物である.

この日 日中理,は  冶1業当F」 よ嘔●|1物

饉の一吉「とした計画を変遷 Lた が 遣ま15年

間 
“

産典ン )精神を一定の方針として進め

てきたことを強調し崚末を報告 Lた .

口中芳男 |よ 責■院議員として また農林水

|■ 議会の役員として仕事 ま五十で 東京に氏

`宅あり月後に,り Lll・ ら 0で 多tの中 つとめて

1■勢に■■て農業笙附月の一三に汁留 し専心

菫理に従,L 01設以来すべての資■|■理を

|1当 して 卓1与 の技術と停識とでも ,て ,コ 1

の次■ t ilし 晋記の当番を,し  手にかけな

い,1冒 はなかったという.

5物産学者のコレクション

m中 ■男●コレクションをみると 学者の

“

「先|る 態度やアマチュ

「
が研究する態度と

まとしく異な | ―貫して殖■甲,業に資すべ

きも″)を 利用厚生メ〕崚体 として克+Lて いる.

岬|む 44年 12月 |=IH版 した「農業,Fコ 1品 Hi予

第 2慣 J力・| 1中 芳男が,贈 Lた え集資卜|

を無造lFに I.っ てみると.

竹米 4■ 1,■ シ費用ス)l■冊モ (‖

“

禁フ

造,■ ク顔(■ rF■ ル^食 シ乾瓢フ製ンZ熟
セルモノ′ヽ種ヲボ リタ,レ Ⅲ 花話人′ヽ●子1頁

ブ片フ′|二 ‖ウ| イカの■(石灰質ニンテヽ

末 卜■シ占ミ●キ粉二製ンスハ血上 トン+ク
′ヽ彫,1ノ llト ナス, れ,菫tr,コ ノ子フ三´

シタモノ湯二浸シ貪ス)蛤 I・ tlF末 卜■ンテ

■料二,ス , ボラの議

`力

んざし等装飾IFIデ

ltル 又●テドア製ス)熊の掌(支昴料理二員

重| カズソコ搾肛 ニシン′産卵期二

“

テ■

ズ′コノiに■二冴市シタルア業メ製ンタlL沐||

●順1人造Iし刊原書|エ ス′,レ ト1西洋|1来デ

紙原十11■ ルオ雨ラ1敲 ,ルニ報培二牛シ,オ
リブ11,オ リブ,山 ′ヽ

,山 漬饂価 卜詰ノZ需品

口中方男Fl二 是二着llン 海外ヨリllフ 輸入シ

各地二■■タルモ好成績フア,メ ′ヽ遺はノ事

卜■
'ベ

ン ●′ヽ月′́ Ill二

'シ
Jヽ器具ア製ス

ルニ迪ス,イ タチ‖具 1.■製鋼 ホ松製セ

メント博伸|オ, 各種与
'1投

 有害宣草標本十

々 2● 2百余■を寄増している.

子虐田中■―の
~t芳

男を語るJの 中にも

不郷金勁町72ダ)元大塚T去社のある所の家の

庭にはし'7 +シ  ■キ スモモやウメは,
りで観貰日のに本は 1本 もなくれの画は・l藻

類をそのままとって木l・ で昴|っ たもの 普画

骨童 まきらい.■ 1手泄には

'く '(.1係

 平業

ま早寝であるがk,予 ttが来られると夜の更

けるまで若いこの植物学者と語っていた と

位氏した研究生活ぶりがう力ヽがゎ,tる .

円中
'男

が 三こな 1神■会で購入した辞,々

を弓ても '我国人ノ需月フtテ
=′

1ヽ■ 来イ」用

ノ■ア,1物 品フに長スJと いう特色がよくみ

らltる ●  例を,ヤ,コ レクションでみてみ

よう

仲t農革瑣|は ,メ の+1製が多いことて有名

であるが ほとんど日中芳男の■■■で照人や

寄崎をうすたものてある.日 本近れには十180

●の
'メ

,tヽ るが内64種83,き を見長 L況在

田中+男 と神
=晨

業館
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もその 書|を 展ホ している

克業の日lllま  すメ|ま 占未から恐ろしいれ

として漁mに き,,わ れ また神の,い だとい

う伝説が trILに あ り やることを敬遠されて

いた.度 が刀の瑣
"'や

サンドベーバーつ月にさ

れたのみで 内も 般||に は独特の くさらの

た●T賤 71食 物 とされ和1用 価値は少なか ,た

ところす明治中期 サメ/1し レが高級中国

十1理の11料 として輸出が班ん こなり ,山 も利

用されるようにな った。そこで迷信打■ と吉

業のため ■コレクトされたのである.「 農当

館

'1品

日録第 2版Jの ll‐ 説中には「他 ノ魚

'7貪資スルノミ十ラズ時二′ヽ人フ告ス,,コ ト

石 |レ フ以テ益之″■■工勉ムベキ■ IJと も

ある.

64F483尾 中 17ビは明治う0年神■市で開催

された第 2回水産停に出層1し たものを購入し

ている.田 中芳,は この宙査■をしている

あとよ伊勢湾産で,勢 ,■ 崎田〕′,吉 口柳I_が剥

製したものl]■  ■ ,ま 出中芳男が月ヽ日Fの

'商
にたのみえ集し 東iて ,1製にしたもの

が大部分である.

ユ1製 にヽると色彩と形がどうLて も変るた

め白に写■さ
=て

いる この社を根拠 として

明治11年 「日本産く一覧国額 |が水産伝習所

+業上ヽ
=J酉

彦編で出版された.

ここで思い出すのは け治11年 大漑■記官

■●昌■' 大阪昴堀田竜之助なるものが魚を

ヽ手 |る Jと に

'生
図をつ くっていることを

開き 11年 大手した杞語源|+tiv族 志 を

持た,尋 たたところ これ ま師の叫出伴 lf t=

=1山
 通五十 t・衛 ,の i量稿で ,ら るとわ/1っ た .

のち田中サ男が共戸昌i訪 ね この
~人

,志 _

をみてII資 L 印澪1出 [を去■にすすめた話

で ,́る .

明治17年 1水

「
よJは 河原田薔美に狡正 さ

せ田中力男か校闘しL=出た.元 老院●II官 に

lt'さ れた多|こ の中で 故人ダ)著 書を出す面

11な 尽力を政えて引き
=|す

た/1で ある.

サメを直ちに
'「
iさ せ +」 製後の1'整 と一

覧国をつく
,P′

に役立てたの よ 筆山の普物

■,堀巨竜之助 ■教示さ″tる ところが″,っ た

のであろう.

農業

"の
十メのコレクションで感′しさせら

,せ るのは 各種■ンの卵か 1,■  蘭 ● ヒ

レ "■  十メのタレ ,伊勢地方の特定品,

サメスオ ,宮城県特産,十 メIt製煙草入 1足

^“新復廃刀令計|テ輌餃り

"需
月フ成スル

ニ至 リンフ以テ|し 方面二応用ヲ案出tシモ/,

など製品■●十メの,1鉤 、

"糸
などまで業ハ

ていることである.

特に,と しレと|ま 実に詳細な摯乱をはどこ

し 利用,去 を示している.

ししをll本 |こ とった 1績需着写図Jが何枚

もある力ヽ 品●による特色 ■量 い● 代

金まで明言とし 物■学者として産業開発にす
べてをか

'ナ

た姿勢がうかかわれる.

■1製 魚類の民ホ方法も 実■はしなかった

が ケースに背い布を張
' 

中にコンブなど

,草 を1]Lて 海中の気分 t出すことを考えて

いるの|よ さすがである.

Ⅲl● 2,年 に製llし た「大磯魚菫―■の

`ヨ

J

まこの装置をした

「

面と「記念誌Jに ある.

田中り男の標不 ll本製作方法と民テ■ l」

についていすれまとめてみたいが  ,4の
農業館での新設備Jと Lて 記録したもの ど:

。燎
'1■

本●草と利暴して国内に実物を投

=す
 この1し料のメリ草に石スを

"口

へて,tiテ

嵯させて良好な成長を得たこと (現神官農業

貫|の日本国てある|.

O国芸イ[成床t設置したこと。

○庭に西洋11未 クローバを11植 したこと.

O館内に栞呆類の上物陳列をしたこと.こ
れ(す 空気の流通する●llを tF造 し 冬■llな

',
数lF間 保つこと力■1末 来観者の注意を意 (

こと多し ■来33■ 果物42■ を上のままll

列し1障 末交換する.

O英国製li●電話 |メ タ■ン|を装置Lた

こと。これ ま室杓ΠだがlL□  事T.所 との,三

倍に

“

管をtl.● に■ 1,し たら架設も可なり.

口中方■と神官農半嗅F
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出中芳男と神宮農業館

O晨産農具も改良発達を促すべきものを■

として東,11.

なととある.近 1ヽ ■|1館 ,1■期の■心 とl■

÷●
=リ

カ'よ く |力 ■'え る.

6晩年の口中芳男男爵

剛F,42年 ,月  徴古菫も開■し 貰業笙と

ともに11年 ]神首へ識納された.

肛中ナ→は大正元年12月 にも¨年の大事業

てち1 向身が計画設言し晏テま
=今

面
`1に

委嘱さ,た ‖官農業第に出向していた。

正

'1は

貴長院議員として■中の新年式に参

賀するの力喘 だったが 諒間中て新牛式t'な

いので二月も農革館●仕事をしていた.こ の

頃を知る人の話て ま ・ ,t■ |ま 気む■・/Jし い方

で ヽい事務所ノ)生にとしこもり筆まめに

1己 i]を さオ[て tヽ たJ 七言告る  1局 21日 風
'「

t

こしらせたのか満気のため■京し そのまま

引きこもった.

月円の人々は心配し11年の■■■■を

`+た●に展覧会を行 う■とを計画 した.こ れ,
|し六It_で ある 円会の連旨を

‐
同■ ま華美

なる●こ,な どは好ま■
',れ 'オ

,■ |=笹「読間中

の事にもあれば同■に■■年末達件採集相成

■候図言標品′)中  白宋ア)出歴に関係あるも

のを陳
'1し

万■■素を旨とLて 民覧会を設け

る_と イiⅢ 資|1 若書から●ころ マ ′■の

類までに集品を■¬

'Lた
.

~ヽ
ま近年,1常 ■老責しまして 工さに当

|ま すと,体の■■力'‖ 1未が,■ ます様なので

最早・I年 まで

'事
で

'る
や否や分■ぬのであ

,ま |.と ころが■に諸君の作ll・LEに 依 ,て

今年1し・lで民覧会をtし たことま証に有難|ヽ

11と _ と 「[■言夫J で
'ユ

´ヽ て,ヽ ら. また 「1章

■興業の精神■ヽら成立■て博覧会をや 1博 177

館を開くということに従
=Lた

設にとうとう

fr■ 一ilJま 厚覧会とかに1カ

"と
かいうよう

な品物を人に見せるということの方に,神 を

,iい なJと 述べる 中芳男にとって 最後の

自分由■の展覧会は 人正 2■ 5月 4日 より

13日 まで ,8口 までの予定が希望者多いため

延期 ,T・ ■者 2514名 の盛会であぅた これ

'こ

満tし  また,し 気をと,も どL 6月 には農

業■を訪れているし 8月 には1ヒ海道へ旅行

している 大 日本山|1全 と|オ 木業大会のたら

である.

日中五一によオ■よ「父は一年の大半はイ行

でしたが '駐 泉に行 くのは有馬,R泉 だけでし

たJと いう.遊覧旅■でなく■

'の
ためで″,

る.11月 には,` 農業,1に 111い た.こ れ

が最後の伊勢への出張であ ,た .

大正 1年ニロ|ま 大 l●
‐
日に突然1喀血 したのを

侵 Lて ,中 の新年式 ■臨み 1■ ,て 欧床 Lた .

l■ 渇安
=し

たが 2月 12ロ ギ)浩 出張を・|せ ら

れ神戸|1備イたlLに |ヽ=し た。無理■'た た ,

たのか途中ひとい流行性感冒にかか 1門司で

下

'F 
医者 2名 付きtT Iで 3月 1日 ;=し た.

重Jであ ,た .気力というか根‖というか,
ひ回復 大I11年

'月
28日 粥fti t決行 10

月5日 元山 0日 Ffll・t ,日 京城へ行 ,́て い

る.何の日
=で

あ ,た かまだ調べてない●

日本のキ業|‖ 発つた0て おった■と
=■

ちが

いない.■遠別●[泉に入り司21日 1〒京して

いる

大正 3年 61,正三 l~に

'せ
ら″t l年 12月

に産業 界 ‐ 献大な りとLて 異FIの 男爵 を

'|す ら″tた .

大正 5年 6月 11日 神f痛発 l―  胃潰,を ‖

発 しF・ 121日 死 よ FIオ .特旨を以て徒■●に

叡せ られた

01芳男の1カ産学者としての1lIを 一覧す

,tば―冊■■物となりうるほどでヽり 著作

も多いが稿本のままで■■されていないも″)

,多い.「 言」をltJと 「サボテン研究J =著

書や編集書′,"要ル'う かかえるが 事業館
=

1+日 Ⅲ■男|・編単や技関した
=障

1気 が ]41余

点ある.

その
=蔀 を言1す と

i:イと図I 米作 卜気候 ノ関係 餞ノtキ ,
オ殻彙別■収罹一覧 ブヽ十年間東京米ll場
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■中芳]と 神
=農

業丼

木粟試l「Ⅲ蹟一覧 琉■種大冬瓜図 lti
製法図lT 山界諸国炒糖た額え積表 贖tlイ

“栽培心得 i卜 類需H高表 業種件IFに

'1収

穫

石高lL'1 覧 淡図解 オ′九大回摯 五宗竹

栽培図奸 積脳製法国解 薪炭い絆 ぢじオ‖分

lF表 ,いに覧 撃虫ノロ, 毒薗ノ図V
西洋■●ノ馬1・  全国馬■■数表 +ノ 効用

家禽図■ 姜蜂

“

絆 支蚕図解 蚕■li出

比,1-覧  日本重要動i直物図奸 乾漁1製法図

ユ 1■ ■,ぼ吉B解 水Fr17o勁 L一覧 苅■■

ル水振捕撻ノ常 養tl法図, 農家必要農事

覧 人民之常食 技I野菜図証 iに 農業

=J一
覧 卸業時覧会■共進会統iな ど.

神
=文

●に「神苑会
'「

届1岬 J211が ある.

■,1は 剛F20年 より37年 までの神克会諸白]ヽ 1

物を円中芳

'■
'■美して,念に,ど ,こ んだも

√)で ,龍 ■すてられるような印 1ヽ物力すヽ

です■理され具峰 1'tヽ ものてある。

●業館 二 1君

`合

外帖 11冊 と無名の中 21リ

,|ヽ されてtヽ るが これは大F3年 8月 嘔 ■

日常i,こ で得た広告 南愕 |ヽ r 農具 果

物|ス内1大 代金市11証 名
"1 

手紙などお

IL´,ら いる用|●みグ)自 昴11カ ■・1古 |こ まオ[て

tヽ る.東 京 た■国書

"の
田中 た

'に
=こ

の

|■拾市iJ 96冊 があり ,政 6年 力ヽ■人15
年にいたる■

'な

|工 1● 資*1'貼
'こ

ま′tて い

るという.記録 t■す意.Iが 人一倍:1か ,た

ことがよ(わかる

7 おわりに

|十年 仲11晨 業■ よ創 ●88年 を迎えた.

富回無,ヒ Jを めぎ十■|、 は,でに過去らもの

とな
' 

■初の出発 [|に 帰 | ●び農卜・lt
,F■ μ嚇 としての日標●●たさるをイ

=な
くな ,た す 日中■見の手 ■なるスiiだ った

長ホがす ,か り崩れたの力残 念である.し かし

tFI・ 歳資*11'奈点の内 戦後大阪の ■・

+●けダ,1オ 刊法人官民I.会[言う晨業●1カ

"よ 1引 ‖tい ● 2千 1百余 にのほか |す  |べ て

日中,■ の 1キ 心の■業品てある.

90年 の歳月は,示物 も施設も時代/1す れを

生したが 訪れる人 ま「日本らしいものを見

せてもらったJと ■ う。

日本再発見が唱えられる,今 近代時物
=

創設期の姿を一番よくととめている自然ヽ物

館 として 電なおさ′tる 日が近いと思 う.

いすれにせよ 明治の気宇は大きかった

「ll, 大1■二郎 11841-]'1`,,4古市の人 ヽ

・̈ ■■ ●・古第11設′,Tl●

`,伝
::よ 「■

:む 山口●咆
|

号121 神t奎び,業損 ま 神 |し 会■■[J明 ■,41年 神苑

奎●草人事サⅢ刊「同荀遺 |~神● lll l■ 百年

三 L篭 J「た神資史言 ‐
~|1山

1市 t上も |

など|=ら

'
語 =1 大■■辿 1135=-11111ヒ 張の人 ,勢〔ビ

rを |る  o■ :■
・l“ の11:1■ 初めて言い

出し ・・業を忘れて■t十 る ●:ビ 1~l・ も

,十 1民■よし■人■■11+「 1´,|

「14 "中 芳暑′,農業rに
'|十

る
"憤

よ 祥′1奎 史

十1■ Jに 土 としてある

|+=| ~1,■ 1口 tt■ lll:発

=●
4,,業 上

=そ
′,可

先 J月 |■ 1  」卜け物蜻●会柿

「■
'F●

l●

'■=4■
■4 大久■¬!謙

|■教入学■,■ 奎業育溝●編 i● ●lIS E

llヽ J ●ヽlテ ]言

`「

46年 6 月発● |

1中 ル
"う

■ボテレ111じ 1嗅 ― ι

[F「 1=l+口: 暗
=lPtJ11「~●

lr■ ll=学 者 田■
=" 

嘔ロモ■

|卜 |:■
1日 本■日本人JF`千 J!1年 玄冬

=|
計Ⅲ "=■

`,11813-1,illホ
車学者 |1勁学

`
■ヽ初′,■■ ■「

「i『
"J =嘉

永
`午

113■ 1に は帖■′ヽ翁

の
'i'■

■L■ ろ0'■崚 1年′).・ |七 .・ わ

:1る

|+FI ・ 日本の 1,|ヽ 本 t●■也i 工山い

■古■t‐● ]」J和

“

+口 |

F=| ・・ +"iC「 閂設フ要ス●旨極Jと itr● 詢

さ(ら なウ. 農■のi集 と

“

苗●■■と
'す

ヽ

テ々のコが■
`tl「

晨4 '11 ●
`■

 牧
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田中芳男と神官農業館

薔 吏虫類 /`物並製 1昴 及暑具4類 ノ標本模      泄物 土性lL質 昆虫類 村ヽ図類

ル等ヲ克業シ,ラ 図書流計去ヽ他農吉プl・t蔵   `+11)「野外けII諄者 畔‖J軍 山J ■野益二

シ観覧=`ス Jと 変化している            (日 本■日本人 lll和 4`盛夏
=,及

び

註

" 
明■33年 の農業館列品分類              「 し六民記念誌Jの

"昴
解説参

“「穀豆類 業某● 呑辛類 清娯猟 製品頌   it12)堀 田竜之助「 し六展 |こ 念誌Jに は達之助 とあ

綿黎類 繊謝類 製ェ料 染ヤ1類 油蜂類 る.単 1に 関しては「員の話J田 中方男著

各H類 牧草頌 某材類 水竹類 1英 形短       明治3,刊 にあり

南絆短 青掟動物 野■動物 肥相類 農具   .113,「神苑合史料金J

類 水産短 漁猟其 神茶具 Ⅲ書短の24類   ■14)唯 業第,1品 日外第 2 11tJ田 中方男縞

と附属,|■ま置J              明治44刊 による この訃図類は,多湾台風の

証10' 明イ44年 の農業館コ1品 分頌          ためほとんど汚央 技念

`が
らに案された.

33燎 に増している.細分類されたものは +
類 炒綽Ⅲ 配造類

“

蔵資品 姻草頌 木  (1)1971年 12月 10日 受 付

材 竹材 国ま預 檀子  ヽ有封 II物 有告  (2)伊 勢神官権称宜 神宮司庁弘報課
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武州歴 史民俗 資料館 の活動
The Bushl HistOrical and F01k10re Museum

白 井 孝 昌 '

Takamasa Shirai

1  目  61

2 施設及び特徴

3 民ホ資料

5 昭I154年度の資料収集状況

Thc●。 are ,,an) kinds of mu、 ●。t,,,, f:Om l● 。th the point of vie, o∫  o、nersllip a,|

conienl. The Bu、 hl ,Чuseum was establi、 hed 。■ No、 cmb●■  2ュ  1'781,ndei p● iv● te owiler―

ship. f口 i tho PorpOSe ol ,`。 llecting  、ιo ring ,`ld oxhidith、g   ,o`l cult。 ●,l Pr。 ,erties

sllol  tllc inlplenlent, and tech,li`lues used in pre_11● do,, tiines to til1 11le 、。il and t● mak●
■o“los   ano● g othei asPo(■ s of iocュ 1 life  in tho lui、 tre we hope to 、。lve ti、 an) o∫  。,■

budgetary and cural(rial probicm、  and モo imp● ove ou: abilily to lll● tninaモ e  ,|ュ 1 ●ultui e

and histol,  Pari of thi, work will int[、tde condu`ting モour、 , s、 cl aヽ  th●  。1。  last yCar
giv● , t●  124 、ιoaonts f:o● , the ()lRt suina,V。 ぃ。ls C。 11● ge

ll'

5 昭和54年度の利用状況

6 昭和55年 度の.t画

7 ■未計画

8 むすび

1  目  的

この地域も今のうちなら 歴史 民俗資料

も豊富に残っている.ど こかでこれらの資十1

を収集しなくては次第に消失すると考え、こ

の施設を設置するに及んだ.幸に私が この

IIの 生家の十歳を引き継いだもので その実

現をみるにいたったのである.

資fI館前に建つ看板を読
"ば

 その目的に

理解できると思う。そこには「設立の連旨 _

として「小■波ll名 主原島家で使用した上蔵

と そこに保存されていた内部資料を永久保

存し あわせて急速に失われつつある歴史

民俗資料を収業 保管 展テ L 先人の残し

た文化財を後世に伝えようとするものであるJ

と述べている。

2 施設及び特徴

用い 内部及び外部の構造及び材料は、修理

にあたっても変更しない方針である.■蔵は

明治期のこの地 |・lの建造物 とLて 貴重なもの

で また資料保イ/1た めにも最適なものとな

っている.

晨示されている資ボHま  小丼波村名主原島

家で使用していた資料を中,し、に収集されたも

のが加えられ 約 1万● (推定 )あ る。とく

に 1軒の家て使われていた資料が残っていた

ので まとまってあるのが特徴 と言えよう

(膳 50台 1組 とかl1050コ l■■など ).そ の他

歴史資llの 中に ま 歴史上著名な人の塁跡や

絵画類 刀宍!類などに貴重なものが含まれて

いる。

昭I153年 11月 23日 に私設の資ll館 として開

箔 し 現在  8人の顧間を擁し 館長兼学芸

員の私がおの運営にあたっている。
建物は明治26年 に――集された1多 皮葺 2階建

の土蔵で 20坪 {綺66m.)の広さを持つ。 1   3 展示資料

階を民俗資料に 21旨 を歴史資料の民ホ場に   01階 1民俗資オ+
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武川歴史民ヤ,資■|"の 活動

衣  ミノ ワラン 檜笠 鏡など

・食……椀 F 重箱 鍋 ザルなど

住  神ll 長人tt 行た 箱■など

農耕…フングワ クワ (4“ )な ど

そのイし…山樵 れ務 養蚕などの資卜|

021=:歴 史資ll

・郷■資料 …原島家文書 日記 小切

手 根 ll `「 章など

・ 増国家資ll 御驚掛御IH口 .・L 御用||

日記 水深村検地帳など

・歴史資ll …大塩平八郎書簡 絆ll.

著書 墨 lfr ,,剣 など

その他   壺 1越前 瀬戸単) タ

ンス ケン トンなど

4昭和 54年度の資料収集状況

5月  "丼ヽから、■ 2コ  ザクリl台

その他 5点寄贈.

6月 小,波村から ザクリ2台 揚げ

枠 11,そ のIL 6● 寄増.曰 1台

IT 3本  フンクワ 1本寄託.

7月・小■■

'か
ら、格子戸 2枚  魚す

くい ]コ その他 3点寄贈.

8月 ・■二郎ヽから 蚕l11組 姜15コ

このめ27コ  葉 くれ台 3台  クワ

15本  フングワ 1本その他13点寄

贈.千歯コキ2台 万石どおし1台

その他 4■寄託.

・
'1+ヽ

から マエビキ l丁  ノコ

ギリ(首長)lT 足踏脱穀陣 台

奇託 角行燈その他37■寄託 .

10月 小丹減ヽから 千歯コキl台  白

在鉤 1台  ヒキウス1台 官掟 1

台 クズ′ヽキカコ 1■ その他29点

寄贈

11月・ 小■■

'よ
り 言葉 1台 讐灯 l

丁 マワシ
'マ

2丁その他 4■寄託.

資料は増力1の一i全 をたどっているが 資料

の分類はまだ手をつけたばかりで充分に進ん

ていない しかし 寄噌 寄託を受けたもの

は 資料 Jと にす (ラ ベルと名卜しをつ すて

どこから大手したものがす 0わかるよう■し

てある.

5 昭和54年度の利用状況

毎月の入館者は 開ヽ日が少ない関係から

数人ということもあった。しかし 団体のTl

用として昭和54年 1月 22日 ■大襄女子大学回

文‐7科 124名 が利用している 資渕館 としても

最大の行亨だった

ので 以下それに

ついて説明したい.

人妻女子大学回

支学卜は 1年■の

オリエンテーショ

ン旅イ子としてこの

資*1館 をTl用 する

ので、私 も大学口,

と違結を密にとっ

て計画をつ くりあ

げた。人に示すの

写真 l 資料館前での説明

写真 2 7ン クワ″)実減

写真3 うどんlFり の実習
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■黒駅rり着

_Ⅲ ■前ヽ● _
大学 鮒長らいさつ

■食(t野神tl

畑で
'レ

クロの生 i黄

小ナ tt■ ウス r;(

'ど

んヤ
'業

濱

年り剌it,台 の説明

人ル●増璃の解11
tr tll● の喝門

1中■枚講■|

は 当日の日程表である(図 1ヽ

10:22

10,46

1110b

12:20

12160

14130

14145

15'40

15,50

16(05

図l 李言l」卒号L=.F吉七亀i
l昭和;t■ 4月 22日 実施 ,

当 日は大妻学院視聴覚 セ ンターか ら 職 員

とビデオ 2台が米て 1日 の行動 を全て収録

けた。フングワ及びうどん作 りの実演は土地

の方に脇力をねがい 人形,鯛璃は神奈
'県

の重要無形文化財に指定されている厚本市林

座に来てもらい に漬してもらう.

今回の企画はやや盛りだくさんのところも

あったが バラエティーに富んだものとする

と どうけてもこのくらいのものになる。と

くに気をつけたところは 単なる見学でなく

て何かひとつ身につけて帰ってもらうことで

ある.

この行事を終了して感 Lた ことは ■人の

生活に大変興味を持っていることである.そ

して ひとつひとつの資料をわ′tわれ以 ヒに

新鮮な□て見ていることもわかった。がラス

Jし でなく しかに jI先の■
'舌

に触′したこと

が 学生たちに新たな感動を起こさせたよう

で 企Ⅲ者の意図も理解されたのではなから

うか 次によ想文を紹介しておく

この資料年には大塩平八郎のものなどか

なり圧史的に貴重なものも見ら′したが

式川1歴史民俗資料館の活Ell

になる。

ゃは ,見 どころとしてはヽ俗資料として

のもの だったようだ。一番古い物では

戦国期から江戸 明治 大正 昭和il期

あたりまでの農村の人々が使ってきた民

具 農具など そi■ま本当に素晴しいと

しか言いllの ない生活の実恵の結晶てあ

って かって農民 村民などが日常の■

活用具として用いたこれらの記々 ま llll

藤清正の愛用した何来とか家康の書いた

何某とか歴史|,に 貴重とされる陳¬1ケー

スにきちりと収めらオしたものよりもすっ

とすっと大切なもののように感し かえ

。て歴嘔の重みが身近に感しられた.単

末期ごろの漆塗りが少々11げかけたお椀

で 石自で粉を札き大手で作ってくれた

うどんをいただいたとキ幕末のお百姓さ

ん達もこのItで もってこうしてうどんを

食したのかなあと思い ′しに湧き出てく

るものを|よぜすにはおられなかった。(中

略,プ レ′ヽブlT宅やインスノント食
『

1で

は味わえないこの生活をどすLて大部分

の日本人は捨ててしまったのであろうか.

者

`会

上話の ｀
隣は何をする人ぞ・ 精神と

tっ て古里ヽの人々は速帯感をもってこ

のヽを盛 り立ててゆこうとLて いる姿勢

も私たちにF‐する態度から察してもよく

感じられた。この研修旅行で強く思 ,た

ことを一言で表すとした
'。

 発生し,ぎ

た文
"を

こ′tか らどうしてゆくかという

方向Lを  このような昔の生活の中にこ

そ,こ HIす べきなのではないかということ

〔nl地計子〕

(前 略 ,幾時代 も経て尚現在も通用する

品々 我々の■きている現代にそういう

もの ま呆してあるだろうか と考えた時た

だただ 0こ の時―時にだけ上 きようと

しているTl達 を発見する。私達は14械文

ワ,の持つ便利さと,き r・ ぇに私達にと■

て 人間として生きていくために人事な
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思 った。

もの 心 をなくしてしまったのかも
'

ltな い.どの時代にも通用するものの■

つ本物性 今我々が追い求めている本物

というものを 普殺不便て遅れていると

思っていた昔の人が■っていたというこ

とは大きな驚きだった.卜 史を持つもの

の重みを感した。過ぎ去った昔ばかり迪

いかけるのではないが 患かしく■だ流

れている時の流れにだけ身を任せるので

なく 自分のさてきた人生の歴史 そし

てここに武州歴史民俗資料館のように多

くの人々の歴史をいつも心のすみにとど

めてお くことま とても必要なことだと

武州歴史民俗資料館の活動

臨 沢浩子〕

① 民族資料を実際に使える施設にする。

② 民族資llを ビデオに収録し 資判業に

まとめ保存する.

0資料館イ1介のビデオを作成する (現在

作成中).

0団 ll利用を推進し わが館独自の企画

を行ない 効果EIな資IIのオ1用 と活用

をは力る.

⑤ 地城と密接に結びついて お互いに協

力 をけて行 く.

⑥ 関連機関の協力を求める.

8 む す び

わが年の性格と活動を概観してみたが これ

から一歩うり着実な歩みを進めたいと思っている.

いま最も考えなくてはならないのは H地の

確保と建物の建設である.督‖ま多くの人たち

の眈力で人々とヽ 力1し ていくのだが 収納場所

かなくなって困つている.早急にブレハブでも

建てる必要●力,る .喘人資金はないので 土地を

貸してくれる人を探している状態である.これ

力渓現す′■ゴ資料館の活ullも 飛躍|り に広げる

ことができる。また ,日開館できるような体

制に順次もって行くことを検討する必要がある.

人妻学院祝聴覚センターとの協力関係は

今後も永続させ長期|う な見通しでひとつづつ

企画して行きたいと考えている.現在 進め

ている資利

'1紹

介のビデオが完成したら 資

料 」とのビデオ編集に着手する予定でいる.

まだ 1年余 りの活動 Lか ないが 今後もわ

が館の特徴を生かした発展のしかたを考えた

。ヽと思っている。

「
r言已

由見学希望者は事務局へ御連絡 ください.

1埴時間

'宮

します .

所在地 :東京都西多摩部奥多摩田]小,波439

事務局 :神奈川県厚本市上荻野47'4

TEL 0462(41)0749

(1)1980年 2115日 受付

(2)武州F■民俗資料

"長

まさに オoオとわ″t力 '忘″tかけていたものを

鋭 〈析摘しているのではなかろうか。

なお 5月 ～11月 まで 大妻学院祝肥覚セ

ンターにおいて この計画を推進 した11部旦

氏 センターの佐藤―氏■びF/の三者で 収

録ビデオのllH集 を行ない「うどん作りJ「フン

グワの実演J「 人形浄瑠璃 傾城阿ルの1島 1l J

が完成した.

6 55年度の計画

① 'き 続き資利の1又集を行なう.

・すでに2月 にも大型の雛 1組 大戸

などの寄贈があいついでいる.

0 3月 より地パタをll成 (復 ,こ )する.

・土地の人工さんが地バタ け 梅に現

品あり)の寸法をとり ■オホ+も 購入

してある。本年度は無理だが 来年

度には織るようすをビデオにとる.

0 本年中に収蔵庫を増設する必要がある.

予算がないので ブレバプの建物を

つくり そこへ民俗資料を収納する.

C その他

地域埋llrを 求めるため 公民損|で 編

集されたビデオの試写会を行なう。

・ 関連機関のII力 を求める.

7 将来計画
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発刊のrT       ………………………………         …………… 樋口 靖之

社会教育とヽ物館 ……    …      …  ………………………   … ,し 出 秀夫

厚物

"教
育論―■説―      …… …………… ……         … 下津谷達男

近代叶物館変世史にみる教育|1役 割

―主として社会教育におけるll物館理念のは想史への試論―   ―   ― 力]藤 有人

祝聴覚教育と民俗館の展示   …    … …………………   …  ― 冨田竹三ll

日立ll物■の性格 一京者1博物館の場合―  ―    ――  ……………… 景山 春掛

日立科学博物館の教育活動    ……  … ……………………   …  ― 推名 仙卓

大理参考

"の
教育活Tllに ついて …… … …… …       … …  … 近江 昌司

期日法人横浜海洋科学ヽ物館の教育活動     ―――  ―…………………… メL山 晴久

博 1/1館 学講座概要 ………………… ………………     …   …   … 加藤 有次

I物館学講座について

昭和43年度博ll館学講座受講手続きた要綱

考古学資料室概要       ― ……………… … ………  …  … 力]藤 有人

IⅢ物|1関係在職院友名簿

國挙院大學博物館學紀要  969年 第 2輯

特集・博物館と資料

博物館資料の分類例 ………………… ……            ……………… 樋口 清之

博物

"資
相に関する覚え書 …         …………………………     下津谷達男

博物館資料の修理 と製作 ………………             ―…………… 力]藤 有次

信州松本 コ開智学校    …  ……………… … …  …… ―     ― t藤 玲子

(講演会要旨〉

イギリスにおける博物館の現況とロンドン●1立博物館

――共 Jロ ンドン厚物館長 D B Hardin博士――  … ………………… JЧ I 修三

1専物館学講座要綱 (昭和44年度 )

｀     国争院大争考古学資料
=概

要 ………… … ……          …   … 金子 皓彦

し
:     社会教育関係在職院友名簿

國學院大學博物館學紀要  970年  第 3輯

特集・博物館と地域社会

10物鮨社会学 |● )― その人礎論―       ……………………… …… … 倉田 公裕

停物館とll放社会       … … ……………… … …… …     … 山崎 淳子

続計にみる女性の入菫者動向 ―Y館 を中心として一 … ……………… ……… 月ヽ野 礼子

根津美術館における茶道文化+講 ―聴議上の地域性について一  … ……… 矢崎  格

地方公立美術館の当面する諸問題 ―広島県立美術館施設の場合―       倉橋 清方
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長崎県立美術

"の
活動―展覧会事業と定期観覧券の発行― ……    ……… 下川 達弥

徳島県博物館の活動  …………      ……………   ………    山
' 

浩実

熊本市立博物館の活動一人文科学― …………   ………      ……… 首回 紘―

国學院大旱考古学資ll室 の資料貸出状況―集計からみた大学博物館活動―

樋口清之 力Π藤有次 月ヽ池映子

陣物館学史序説―け物館学に関する概念―    …………   ― ……  加藤 有次

博物館学講座要綱 (昭和45年度)

社会教育関係在職院友名簿

―

ヽ
‥

　

１
１編 集 後 記

本 IⅢ物■■紀要の発刊は 今日より10余年前に迎ばる1968年 のことである.そ の後各年に第

3ヽまでTl行 してきたが ここに至って久方ぶりに第 4■ を斯界に送る運びとなった。その理

由 ま 加藤教授が巻項に記した女は である。

本輯を刊行するにあたり、昨年古稀をしかえられた樋口清之・t生の今日までにわたる本学時

ll館学講座にヽする御情力と共に今機の御
'健

勝を利i念する意味で「樋口博士吉稀記念号Jと 銘

うつことにした.

ます力藤 教授 森 1先生と‖者によって 不動産物 (遺構 層位)の考古学資料の造形保イ

法とその博物館資十1の 活用■について
'ニ

ベ また青木先生には従来の土器類の復元に用いる石

青に代って New Fighter_5,No 28と いう新補損材の有効性を発表していただいた。次に拙

稿として小平市鈴木遺助の調査経緯にもと0さ 埋蔵文化財の大衆的理解と共に遺跡を学術及

び教育資料として活用するにはどうすべきかを博物館学 ll発 想を主 l■ にして考察してみた。

そして矢野先生には我回ヽ物館史上で極めて意義深い神宮農業館の創立とそれに関連した回中

オ男について文献解題||に 論考していただいた.氏には二栴を第3=刊,直後の1971年に賜わ

っておきながら 今日まで掲載が遅れてしまい深謝の念にたえない気寺である.最後に白井・t
iか らは日頃の博物館活動についての具体例を述べていただくことができた。

このたび 本厚物館■I・L要第 4輯が千1行に至ったのも多くの院友諸先生の御

'力
と御協力の

おかけであり ここに厚く謝意を申し上|す る次第であると共に 今核杭 F」 するにあた, 皆様

方の工稿をお.る ってご投市のriお 願い中し Lげます。(金 記 )
¨

‐

・

―

、
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